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序

本報告書は、県営圃場整備事業に伴い、八ケ岳の南麓に位置する山梨県北巨摩郡大泉村地内

で発掘調査された寺所遺跡 について、その成果をまとめたものであります。

大泉村を始め八ケ岳南麓は、先土器時代に始まり、特に縄文時代からは人々の生活の跡 を物

語る遺跡 が濃厚に分布する地域であります。しかも今日県内随一の穀倉地帯としても知られて

おります。山梨県農務部の所管する峡北土地改良事務所では、1 97 9年よりこの地域の耕地のほ

とんどを占める水田の区画整理を目的とする圃場整備事業に着手しましたが、対象面積は約

3 ,000ha、事業完了までに約2 0年を要するという空前の大事業であります。当埋蔵文 化財セン

タ ー では、1 979年から 3 年間にわたりその一部について事前発掘調査を実施し、注目すべき遺

構や遺物を数多く発見することができました。現在鋭意整理作業を進めており、逐次報告書を

刊行する計画ですが、このたびその一つ、寺所遺跡 の調査の成果を公刊する運びとなりました。

寺所遺跡 は、やはり圃場整備事業で調査され国史跡 に指定された金生遺跡 の東3 0 0m、中世

甲斐源氏の逸見清光の居城とされている谷戸城の南東500mに位置し、1979年に約50,000冠の調

査対象地の内15,000面が本調査されました。 その結果、縄文時代の住居址 3 軒、平安時代の住

居址31 軒、掘立柱建物 址 3 棟を始め、溝4 本、土壊12 基が検出され、それらの遺構から出土し

た遺物は、縄文時代前期と中期、弥生時代中期、1 0世紀から11 世紀初期にそれぞれ比定されま

す。土城 から類例の余り多くない弥生時代中期の土器が出土したことなども注目されますが、

質量ともに卓越するのは、1 0世紀から11世紀初頭にかけてで、本遺跡を平安時代中期を中心と

する遺跡 として位置づけることができます。
ヘ み

平安時代のこの地方は、 『和名抄』にいう巨麻郡速見郷に比定されている地域であります。

甲斐国の中心である甲府盆地より標高が500mほど高いため、古代の開発はそれほど進ん でい

なかったであろうと考 えられておりましたが、本遺跡 の調査以後、この地域では平安時代の集

落遺跡が次々に発見され、従前の認識は一変いたしました。 その端緒となったという点でも、

本遺跡 の調査は意義深いものがあったといえます。本報告書が、平安時代におけるこの地の開

発や集落の発展の様相、弥生時代におげる文化の伝播の経路などを解明する一助となれば幸甚

です。

末筆ながら、種々ご協力を賜わった関係機関各位、並びに直接調査に当たられた方々に厚く

御礼申し上げます。

198 7年3 月

山梨県埋蔵文化財センター

所長 磯 貝 正 義



例 言

1 . 本報告書は、県営圃場整備事業に先き立 ち、昭和54年度に山梨県教育委員会

が実施した北巨摩郡大泉村西井手字寺所に所在する寺所遺跡 の発掘調査報告書

である。

2 .  本報告書の編集は調査担当者である新津健、八巻与志夫が行なった。執筆は

第1章～第4章、第5章 3 を八巻、第5章l、2 を新津が担当した。

3 .  本報告書にかかる出土品 及び記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文 化財

セン タ ー に保管してある。
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本報告書作成にあたり、次の方々にご協力をいただいた。記して謝意を表わ

す次第である。

秋山 敬、平野 修、櫛原功ー、宮沢公雄、原 秀三郎



凡 例

1 . 本報告書の遺構、遺物挿図の縮尺は次のとおりである。

住居址1 /50、 カマド1 /40、土堀 1 /40、掘立建物址1 /80、出土遺物は、

拓本1 / 3 、実測偲1 / 4 

2 .  挿図中のスクリ ーント ーンは次の指示である。

二焼土

• 灰釉陶器及び須恵器

冒地山

土器の内側にスクリ ーント ーンは内黒土器を示す

3 .  出土遺物は遺構ごとに通し番号 で表し、上2 桁は遺構番号 、下2 、 3 桁は遺

物番号 を示している。 H . M. Sはそれぞれ掘立建物址、溝、土城 を意味する。

例 0110 …… 1号 住居10号 遺物

13 10 1 ……13号 住居101号 遺物

3404… ···34号 住居4号 遺物

H0201· ….. 2号 掘立柱建物址1号 遺物

M0405 · ….. 4号溝5号 遺物

S 0206 · ….. 2号 土壊 6号 遺物

4 .  遺構図面の柱穴中にある数字は、その柱穴の床面からの深さを表している。

5 .  本文中の住居址 説明は、次のような基準で行った。

① 大型とは5 mを超える規模

② 中 型とは4 m前後の規模

③ 小型とは3 m前後のものを指している。

6 .  住居址内遺構の説明は次のような基準で行った。

① 土堀 としているものは平面 プランのわりに浅い掘り込みの遺構

② ヒ° ットとは柱穴と考えら れるが、当該住居址に伴わないもの。

③ 柱穴としているものは、当該住居址に伴うもの。
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第1意 発掘に至る経緯

1 調査の経緯

山梨県農務部では昭和54年 4 月より大泉村内において、県営圃場整備事業を実施すること

となった。 そのため、山梨県教育委員会文化課は農務部耕地課と協議のうえ同年3 月に工事

予定地の試掘調査に入ることとなった。 この試掘調査によって、 寺所集落の南 の尾根上に平

安時代の住居址が 1軒確認された。

この結果に基づき、昭和54年 4 月23 日に事業実施機関である峡北土地改良事務所において、

具体的な調査方法について協議した。 これに先立つ 4 月 17 日には地元大泉村教育委員会と調

査開始時期等について打ち合わせを行い、5 月16 日より 12月22 日まで調査を実施した。

事務経緯

昭和54年 3 月6 日 文化庁宛試掘調査通知発送
II II 10 日 試掘調査実施
II 5 月 4 日 文化庁宛工事計画通知
II 5 月12 日 文化庁宛発掘通知発送

発掘通知受理通知

5 月 16 日 発掘作業開始

10 月17日 発掘通知受理通知

11月 17 日 発掘調査終了

11月24 日 長坂醤察署長宛に遺物発見通知を発送

昭和6 0年 4 月 1 日整理作業を開始する。

昭和61年 3 月3 1 日整理作業を終了する。

昭和6 1年 4 月～ 報告書執筆にはいる。

2 調査組織

O発掘調査

調 査 主 体

担 当 者

調 査 員

調査補助員

山梨県教育委員会

新 津 健（山梨県教育庁文化課文化財主事）

八巻与志夫( II ) 

井川達雄• 岩山真理子• 清水比呂之• 新 津 茂

山下孝司•土屋文子• 海保あけみ・船橋たえ

吉清典 子・樫山和枝•小栗信一郎・畑 大介

日 原喜昭• 鳥居寿美男・ 日向千恵•多田たきみ
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作 業 員

整理作業員

遺 物 写 真

小 林 義典• 谷 美雪

中 島 秀人・小池みさお• 中島ねのえ• 浅 川洋子

原み よ し• 浅川孝夫• 平井 あさ江• 浅川真寿雄

谷戸静子・浅川 宏• 浅川った 子• 浅 川美 代

三井 かし美・丸茂理穂子・藤原芳郎・浅川 日出 子

浅 川晃暉• 平 井辰雄・千野 秀三・進 藤 久

浅川英三・小林 ーニ三• 谷 戸 武人・比奈田明彦

浅 川春子・中 島 保• 山口淑江• 浅川ちとせ

浅 川輝枝• 浅川もとじ• 三 井澄子・浅川房子

浅 川米子• 平 井 一 仁• 山田昌子・山田 建 子

浅川千 代子・三井美佐子・浅 川浪子・浅川 直司

平 井仁志• 浅川たみ子• 宮沢康治

山下孝司• 渡 辺朝子• 岡部ひとみ• 吉 沢幸子

望月 浩美・畑 大介• 岩 山真理子・ 日向千恵

斉木千枝子・渡辺かほる・武川ます美• 宮川菊江

斉藤 寿 子・小林美津代・保 坂幸子・樋川千尋

臼城福子・相 沢正子・山崎梅子・小 林弘子

井 上有史・保坂裕史・丸山幸子・望 月浩美

加藤 直子・芦沢公 子・小栗信一郎

塚 原明 生（日本写真家協会会員）
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第2章 調杏の実施

調査区の設定と 調査方法

寺所遺跡 の発掘は、県営圃場整備事業に伴なう調査であるため、工事予定地内に所在する

遺跡 に対して記録保存を目的としたものである。調査対象地域は、 泉川と東衣川にはさまれ

た比高 3 � 5m程の台地上及び、水田として利用されている東衣川によって形成された浅い

谷で、調査対象面積は50 ,000 冠であった。本遺跡 は昭和53 年度末の試掘調査によって、台地

中央部で平安時代の住居址が確認されており、同時期の遺物の散布も広範囲に認められる。

そのため調査の中心は台地上と考え、この台地の西に広がる浅い谷の中央を境にA• B区を

設定し、A区には幅2 mのトレンチを谷に対して直角に数m置きに 3 本、B区には一辺 2 m

のテストビ ット 1 箇所とトレンチ 1 本を入れた。遺跡 の中心と思われる台地上は、C区とし

て全体に2 m間隔にトレンチを東西に設定し、作付けの関係を考慮しながら調査に入った。

またA区とC区の間にある小谷をD区とし、T字形にトレンチを入れ、 更にC区の西に位置

する谷の中央やや南に微高地があり、この周辺 をE区としてトレンチを 5 本入れた。またC

区の北で上行寺の南をF区としトレンチを 5本入れた。

0 A区・・・ 当初幅2 mのトレンチを各水田の中央部に東西に設定したが、 苗代とし

゜ B区・・・

゜ C区・・・

゜ D区・・・゜ E区・・・゜ F区・・・

利用されている水田が所々にあるため、多量の水が涌きだし、深掘りは

極めて困難であった。

衣川の氾濫によって運ばれてきた砂利が多く堆積している所で、若干の

遺物が散布していたため、2 m四方のテストピ ットを 1 箇所入れた。

台地上全体に遺物の散布が見られたため、 2 m間隔で幅2 mのトレンチ

を設定し、遺構が確認された所を拡張した。

遺物の散布は見られなかったが、幅2 mのトレンチを2 本設定した。

谷の状況を調査するため、東西に 5 本のトレンチを入れた。

C区の北に続く地域で、若干の遺物の散布が見られたため、 2 m間隔の

トレンチをC区同様に設定した。

〇 遺物の取り扱いについて

各調査区では、表土から人力による調査を基本とした。この作業中に検出される遺物に

ついては、遺構が確認されるまでは、トレンチ単位で取り上げ、遺構から出土する遺物は、

特殊遺物・完形及びそれに近いものを中心に図示した。

〇 遺構図面の作成について

各遺構は2 0 分の 1 で、全体図は 100 分の 1 で作成することを基本とした。掘立柱建物址

の全体図は40 分の 1 で作成し、縦横にエレベー ション図を作成することを基本とした。

〇 遺構の調査方法について
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金
生
遺
跡

①住 居 址 遺構確認面か ら はセクシ ョ ンベ ルトを十 字 に 設定し、 掘り下 げた後に

セクシ ョ ン図面を作成して ベ ルトを取り除き、 カマド の精査を行う こ と

を基本とした。

② 溝

③掘立柱建物址

2 調査経緯

A区の調査

B区の調査

C区の調査

溝の全体を確認した後に、 2 箇所程セクシ ョ ン ベ ルトを設定し、 遺物

は2 0m間隔で取り上げた。

柱穴相互の切り合いを考慮しながら追•構全体を確認 した末、 柱穴を堀

り下 げた。

5月17 日 ......., 5月23 日

5月21 日 ......., 5月24 日

5 月24 日- 1 1月17 日

D区の調査

E区の調査

F区の調査
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6月 4 日 � 6月 5 日

8 月 4 日 �8月11 日

11月 9 日 �11月17 日

（八巻与志夫 ）



第 3 章 遺跡の概 観

1 . 遺 跡 の 位 置

寺所遺跡 は八ケ岳南麓の標高 770m、山梨県北巨摩郡大泉村西井出 字寺所に所在す る 。 こ の

地域は、標高 1 , OOOm付近に位置す る 湧水帯から流下す る 河 川によって浸 食された舌状台地が

発 達しは じめ る と こ ろで、台地と 沢との比高差は数m程度であ る 。 遺跡 は、寺所集落が位置す

る 幅 1 00m、比高 4- 5 m余りの台地上の南半 分を中心として存在してい る 。 こ の八 ケ 岳南麓

標高700- 900mの地域は、従来より縄文時代中期を中心とした遺跡 が多く知られていたが、

近年盛んに進められてい る 圃場整備事業に伴なう発掘調査によって平安時代の遺跡 が縄文時代

の遺跡 より多く発 見され る にいたってい る。 こ れは、工事が行われ る 地形が 沢や谷が中心で、

縄文時代の遺跡 が立地す る 台地上部（現状畑• 山 林 ） を避けてい る こ と、また平安時代の遺跡

が水田とかかわりを持っていた こ とによる ものと考えられ る 。 い ずれにしても こ の地域は、 縄

文時代早期から中世までの遺跡が極めて濃厚な 分布を示しており 、 北巨摩郡下の歴史を解明す

る 上で重要なと こ ろであ る 。

寺所遺跡は、大泉村西井出 字寺所に所在す る 縄文時代前期・ 中期• 平安時代の集落址であ る 。

遺跡 は、寺所集落の南に延び る 標高 770 m- 7 80 mの台地上を中心として、 一部西の 沢中央 の

微高地にもみられ る。 こ の台地は東を泉川、西を東衣川によって浸食されて形成されたもので、

2 度40 分ほどの南傾斜であ る。現在は幅 150m前後の台地であ る が、かつては湧水によって形

成された中央から南西に走 る 谷がE区に向かって延びていた。 台地の縁辺 には小湧水が所々に

あり、泉川・東衣川ともに水量は豊富で、水は年間を通して安定してい る 。 東西の谷の中にも

微高地があ る 。 こ れは細い尾根が幾つかあったが、開田の時に削平された残存であ る と考えら

れ る 。

2 .  周 辺 遺 跡

① 谷戸城は、寺所遺跡 の西北 5 00mにあ る 標高 86 2m、比高40mの独立峰に築かれた中世

の山城であ る 。 こ の城は甲斐源氏の祖といわれ る 逸見清光の居城 で、 吾 妻 鑑 の治承 4 年

(1182 ) 9月 条に見え る 「逸見 山 」 に比定されてい る。 こ のため 山 梨の中世史を理解す る 上

では重要な城の一つとされてい る 。 しかし、 「逸見 山 」 ＝ 谷戸城という 従 来 の考え方に対

して近年異説が出されてい る。 山頂にあ る 主郭を中心にして郭が同 心 円 状に巡らされてい

る が、南方を防御の中心として築かれた城と言え る 。 なお、昭和56 年度に大泉村教育委員

会が実施した発掘調査によって15世紀を中心とした遺物が出土した。

『 日 本城 郭大系』 1985年 新人物往来社

② 深草館は、寺所遺跡 の西 3 00mにあ る 複郭の館で、逸見清光の嫡男 光長の館とも天 正年

間の堀内下総守の居館とも伝えられてい る 。 昭和55年の発掘調査によって、 掘立柱建物址
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群が、16 世紀を中心とした遺物とともに検出されたため、中世後半か ら 近世初頭 に 存在し

たことが明らかになった。 同時 に50 基を越える地下式堀 も発見された。

③ 金生遺跡 は、寺所遺跡 の西 3 00m、上記館の北にある縄文時代後期か ら 晩期 にかけて の

遺跡 で、昭和55 年 に圃場整備事業に 先立つ発掘調査 に よって大配石遺構と住居址数十軒が

発見され、昭和56 年 に 国史跡 に指定された。 『金生遺跡』1981 年 大泉村

④ 御所遺跡 は、谷戸城の西に 位置する縄文時代前期（諸磯期） を中心とした集落址 で、 昭

和52- 53 年 に調査が行われて いる。 『御所遺跡』197 9年 山梨大学考古学研究会

⑤ 天神遺跡 は、谷戸城の東 に 位置する縄文時代前期（諸磯期） を中心とする集落址で、昭

和56 年 に圃場整備事業に 先立つ試掘調査によって確認され、翌年度の発掘調査 に よって、

縄文時代前期49軒、中期 8 軒、平安時代 3 軒の住居址が発見された。

⑥ 東原遺跡 は、寺所遺跡 の北東2 km に 位置する平安時代の集落址 で、昭和56 年 に 圃場整備

事業に 先立つ試掘調査に より確認され、翌年の発掘調査 に よ っ て、約20軒余りの住居址と

掘立柱建物址が検出 された。

⑦ 木 ノ 下 ・ 大坪遺跡 は、寺所遺跡 の南東 500mに 位置する平安時代の集落址 で、昭和57 年

に工場建設 に伴なう発掘調査に よって、住居址 8 軒、掘立柱建物址2棟などが検出された。

⑧ 姥神遺跡 は、昭和61年の圃場整備事業に 先立つ発掘調査 に より、縄文時代中期と後期の

住居址が20軒発見された。

⑨ 原田遺跡 は、寺所遺跡 の東 500mに 位置する平安時代の遺跡 で、昭和56 年の圃場整備 事

業に伴なう発掘調査に よって、住居址 3 軒、掘立柱建物址2棟が検出 された。

⑩ 小和田遺跡 は、深草館の南 3 00m以南 に広がる中世の大集落で、昭和58 年より6 0 年 に わ

たって圃場整備事業 に伴なう発掘調査が実施され、堀を伴なう中世館、地下式堀 、住居址

などが発見された。 『小和 田遺跡』 『小和 田館跡』 1984 . 1985 . 長坂町教育委員会

⑪ 城下遺跡 は、谷戸城の南 に 位置する平安時代の集落址で、昭和56 年 に 圃場整備事業 に 伴

なう発掘調査 に よって、20軒の住居址と十数棟の掘立柱建物址が検出 された。

⑫ 東姥神遺跡 は、昭和58- 5 9年 に圃場整備事業 に 先立って行な われた発掘調査 に よって、

平安時代の住居址 8 軒、掘立柱建物址などが検出された。

（八巻与志夫）
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第 3 図 C 区 全体図
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第 4 章 遺構 と 遺 物

第 1 節 住 居

1 号 住 居

概 観 厚さ 15cmほどの表土を除去した ロ ー ム 層直上から プラ ン確認 できた。 確認

面から床面までは浅く 、 深い所でわずか 15cm で、 南は浅く なり壁がない部 分

もある。 遺物は全体に見られたが、 カ マ ド周囲からは多 く 出土 した。 2 層 に

分かれる覆土は黒色で柔らか く 、 遺物も若干含んでいた。 住居の東側は、 幅

1 5cm、 深さ 1 5cm程度の耕作による溝が 3 本あり、 壁や カマド が壊されていた。

①形 状 東西に長い方形を呈し、 規模は東西 4 1 1 cm • 南北 358cmである （第 4 図） 。

②カ マ ド 東西の隅に近い所（東壁） に設置されており、 東西 1 05cm • 南北92cm の掘

り方を持つ（第 4 図） 。 耕作による撹乱によって両 袖 の石はな く 、 焼土は厚
" :,> 
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第 5 図 1号 住居址出土土器 (1/4 )

さ 2 Clllほどで、径3 0 crnの範囲に 見られた。周辺から出土した遺物は杯の破片

が多く、 一部甕の破片も見られた。

③床 面 ・ 壁 床面は比較 的堅く中央が若干高くなる。柱穴はなく、 北西隅 2 箇所と カ マ

ドの両側にそれぞれ土堀 がある。壁は低く緩やかで、 南では削平されていた。

周溝は確認 できない。

④ そ の 他の 施設 西北隅 にある土堀 は、一辺 85 cmの方形で 、 深さは25 crn である。南にある土

堀 は、長径 1lOcrn ・ 短径84crnの長円形を呈して南は壁を切 っ ており、 この住

居に伴なうかは明確ではないが、 比較 的多くの遺物が出土した。

⑤遺 物 出土遺物は第5 図 に示したが、径13 crnを中心とする杯が多いが、 No.0113 は

16cmを越える。 ま たNo.0114は内黒で カ マ ド内からの出土である。灰釉陶器の

出土はないが、杯の完形は 5 点であった。 甕の破片が カ マ ド付 近から数点出

土している。墨書のある主な杯は4 点で 「 I � 」 ・ 「 作 」 ・ 「1i 」 ・ 「1�」 が

書かれているが、いずれも箆調整されているものである。

- 10 -



2 号 住 居

概 観 1号 住居の南で同時 に確認されたが、 確認面から床面までは平均3 7 cm を 測

り、 8 層 に 分けられる覆土中の遺物は 1号 住居より比較 的多く出 土 している。

カマ ド の北袖直上からは鉄製紡錘車が直立 した状態で出 土 した。

①形 状 東西に長い 方形 を呈 し、規模は東西 415cm• 南北 325cm である。

②カ マ ド 東壁の 中 央より南寄り に造られており 、 東西 133 cm• 南北 106 cmの掘り方

を持つ。 白 粘土 を 用いて石 を 芯 に して両袖 を 築いている カマドで 、 保存状態

は比較 的良好である。焼土層は厚さ 9 cmで東西94cm• 南北46 cm に認められる。

主な遺物は内黒の坪No.0214が覆土中より検出されてい る（第71図） 。

③床 面 ・ 壁 床面は全体的 に 堅 く しま っ ている。2 面の貼床が確認 でき、上部の貼床 の

下から焼土とともに杯の破片が出土した。周溝は平均幅14 cm•深さ ,10 cm の規

19 
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模で巡 っ て い る 。 壁の高 さ は北 と 東が低 く 34cm • 西 は 36cm • 南 は40cm を測 る 。

④そ の他の施設 カ マ ド の 北に 東西44cm • 南北38cm • 深 さ 26cm の ヒ° ッ ト が 、 南 に も 径56cm の

遺物が多 く 入 っ た ヒ° ッ ト が あ る 。

⑤遺 物 特殊 な遺物 と し て は鉄製紡錘車 l 点No.021 9 と 鉄鏃 の 柄 1 点No.0220 C 第 73図 ）

が 、 ま た 縄文時代の 磨石 1 点No.0221 (第89 図 ） が 出 土 し て い る 。 そ の 他 、 完

形の土師器の杯 9 点が主な遺物であ る 。 墨書土器 は 10点出土 し 「え」 ・ 「 イら」 ・

「本」 が書か れ て い る が、 「イら」 が 8 点 あ る 。 こ の 墨書土器 は す べ て 箆調整

が な さ れ て い る 。 No.02 14の林 は表面が箆調整 さ れ た 内 黒土器 で あ る 。 な お カ

マ ド の南 の ビ ッ ト か ら 杯の破片が多 く 出土 し た 。 こ れ ら の杯 の 中 に は底部 の

箆調整が十分 さ れ ず に 糸切 り 痕が見 ら れ る も の も あ る 。

3 号 住 居

1 号溝 と 2 号溝 に は さ ま れ た と こ ろ に あ る 。 耕作 に よ る 攪乱 を 著 し く 受 け

て い る た め か 、 ト レ ン チ に よ る 確認面 です で に 床面 が 検 出 さ れ 、 壁 は ほ と ん

ど な い状態の 規模 も 小 さ な住居址 で あ る 。 残 さ れ て い た 覆 土 は 4 層 に 分 け ら

れ る 。 カ マ ド は 東壁の南寄 り に あ る が 、 残存状況 は 良 く な い 。 ま た 特記 す べ

き 遺物 の 出土 も な い 。

①形 状 北壁 230cm • 南壁 256cm • 東壁 1 58cm • 西壁 162cm を 測 る 東 西 に 長 い 方形

概 観

を呈す る 。

② カ マ ド 東壁の 中央やや南寄 り に あ り 、 ほ と ん ど が削平 さ れ て い る が 、 わ ず か に 焼

土 を確認で き る 状態であ る 。

c

 

A
 

\
B 

黒褐色土層

② 茶褐色土層

③ 赤褐色土"'

④ 貧褐色土層

I j o 

② B 

冒

③床 面 ・ 壁

床 面 は 全 体 に ロ ー ム

が 出 て い る 状態 で 柔 ら

か で あ り 、 北 側 で 2 段

に な っ て い る 。 そ の 段

差 は 4 cm を 測 る 。 北壁

は 6 cm • 西壁 は 6 cm と

浅 い 。

④ そ の 他 の 施設

南壁 中 央 に 南北 1 30

cm • 東西96cm • 深 さ 32

cm を 測 る 土堀 が あ る 。

第 8 図 3 号住居址平面図 ( 1 /50 ) 
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4 号 住 居

概 観

①形 状

② 力

③床 面

マ ド

壁

④ そ の 他の施設

⑤遺 物

3 号 住居の南に位置する こ の住居址は、耕作による攪乱を著 しく受けてい

るため残 っ ているのは北半 分であ っ た。残されていた覆土は2 層 に 分けられ

る。出 土 し た遺物は多く、杯 5 点を数える。南と北の壁はピ ットによ っ て切

られている。 カマド からは甕と杯の破片が出土した。 こ れらの ヒ° ットは こ の

住居に伴なう柱穴とは考えられない 。

北壁は 3 3 8 cm • 東壁は 224cmを測る。 南西の部分が削平されているため、

南壁と西壁の規模は明らかでないが、南北 23 0 cm • 東西 3 40 cm 程度の方形を

呈するものと考えられる。

東壁の中央よりに位置し、東西 156 cm • 南北84 cm の掘り方を持つ。

床は堅く締ま っ ているが、部分 的に柔らかい所もある。壁の深さは北壁 18

cm • 東壁 12 cm • 西壁 8 cmを測る。

南東の隅に床 からの深さ23 cm • 東西 13 0 cm • 南北80 cm の方形の土堀 がある。

また西北隅に径40 cm、床面からの深さ70 cmの ヒ° ットがあるが、 こ のビ ットは

住居址に伴うものとは考えられない。

木葉底で外面胴部が縦の刷毛調整、底部付近が指圧痕による成形、 内面が

横の刷毛調整された完形の甕 1 点、完形の杯 4 点が出土 した。 No.0404は底部

に糸切り痕が残る内黒土器である。No.0405 は胴部に 3 本の稜がある。

I 
I 
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三__
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第 9 図 4号 住居址平面図 ( 1 /50 )  
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0407 

第1 0図 4号 住居址出土土器 ( 1 /4 )

5 号 住 居

概 観 台地東縁を南流する溝の東に位置する 3 軒の住居の一つで、 覆土は黒色土

をベ ー スとしており 8 層 に 分けられる。確認面は表 土より 15 cm下の ロ ー ム 層

上面で 、 比較 的明瞭に識別でき た。この覆土は確認面から数Ciil下っ た 所から

酸 化鉄を多量に含んでいて、部分 的に堅く、 赤茶けている。この部 分は幅40

�50 cm 余りで 、 中 央よりやや西に東西2 mほどの長さに何かに覆い被さるよ

うに確認され た （図版 1 1 ) 。覆土のカマ ド 寄りには厚さ 5 cmほどの焼土が幅

12 cmほどに見られ た。また床面も中 央部を中心に一面に酸 化鉄が含まれてお

り 、堅く締まっていた。 カ マ ド の南には赤茶けた平石が置かれている。一部

を除いて周溝が認められる。

①形 状 ほ ぼ 正方形を呈し、東壁 250 cm• 西壁 256 cm• 南壁 236 cm• 北壁 240 cmを

測る。住居の規模としては小型に位置付けられる。

② カ マ ド 東壁の南寄りにあり、東西 1 04cm• 南北6 7 cm の掘り方を持つ。平石を芯と

して 白 粘土で固める方法で築かれている。両袖の石は 自 然石を用いており、
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第1 1 図 5号 住居址平面図 ( 1 /5 0)  

良く残っているが、天 井石は攪乱されていて残っていない。 焼土は 8 cmの厚

さに見られ た。 また 支脚の石が立っ たままで煙道近くで検出 され た （第11図 ）。

③床 面 ・ 壁 床面は酸 化鉄によってほ ぼ全体的に赤色を呈し、堅く締まっている。 床面

の直上には カマ ド の袖の石かと思われる石が点在している。 この状況は、 カ

マドの周囲に顕著に見られる。 周溝は カマド付近と南壁を除いて巡っている。

壁は周溝からほ ぼ垂直に立 ち上がっており、東壁は24cm•西壁は26 cm•南壁

は14cm• 北壁は3 0cmを測る。

④ そ の 他の施設 柱穴は住居内外で確認できなかっ たが。 南壁の東隅に長 円形のピ ッ ト があ

るが、それぞれの深さは14cmと18 cmである。 東 隅 の ヒ° ットからは坪の破 片と

ともに火を受 けている石が出士した。

⑤遺 物 出土遺物は他の住居と比較しても少なく、杯 の破 片がほとん ど で、 口 径14

cmの完形の杯は カマド内から出土したNo.05 03 だ け である。 い ずれも箆削りに

よる調整がなされている。 甕の底部であるNo.05 05 は内面に刷毛調整が、 外面

は底部付近に指圧痕による調整がなされている。
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� � 〇 10 cm 

6 号 住 居

概 観

第1 2図 5号住居址出土土器 (1/4 )
I I I 

5号住居の南西で2号 溝のす ぐ西に位置する小型の住居 で 、 確認面から床

面までは浅くわずかに10 cm前後である。 床 の 中 央に径84 cm 、 深さ数cmほ ど の

浅い土堀 がある。 カマド は東壁に造られている。 崩れた カマド の袖石の下か

ら杯と灰釉陶器が出土した。

①形 状 ほ ぼ 正方形を呈していたと考えられる。 東 壁 27 0 cm• 西壁 280 cm• 南 壁

280 cm• 北壁 2 90 cmを測る。住居の南東部分は削平されており、 また北東部

分は攪乱を受 けているために、 不整形な状態で検 出された。

②カ マ ド 東壁の南寄りに築かれ、 東西73 cm• 南北81 cm の掘り方を持つ 。 焼土の厚さ

③床 面

は中 央部で10 cmほ どである。 攪乱のために袖の石は抜き取られているが、 そ

の痕跡 は認められる （第 図） 。

壁 壁の高さは耕作によって削平されているので10 cm未滴である。 周溝は北壁

から西壁に巡っており 、 深さ 6 cm ・ 幅14cmほ ど であり、 壁は周溝から6 0- 7 0

度の角度で立 ち上がっている。 こ のように周溝が西北部分に限られている こ

とは 、 水平の床面に対して西北の壁が東南の壁に比 較 して高かった こ とを想

像させ 、 住居が造られた時点の地表が南東にかなり傾斜していた こ とを示し

ているものであろう。 こ の傾向は 、 遺跡 の東側にある小型の住居址である 5

号 ・ 6号. 7号 に特に観察できるものである。 床面は全体的に堅く締まって

いるが、 北東隅は攪乱によって失われている。

④ そ の 他 の 施設 床面中 央部に径 116 cm 、 深さ5 cmの円形の落 ち込 みが認められる。 こ の中

央には石が置かれている。 こ の北に径84cmの ビ ッ トが、 また南 にも東西84cm 、

南北46 cmの土城 がある。

⑤遺 物 遺物の出土量は極めて少ない。 灰釉陶器の高台付 き の底 部 （ 底 径6 . 4 cm ) 

が カマド の内部より出土している。 口径31 .4cm で 外面が刷毛で縦に撫でて整

形されている甕の上半 分と、 口径13 .2 cmで h全」 の墨書がある胴部下半 分が

箆削り調整がなされている完形の坪が出土して い る。 また 、 須恵器の甕の小

破 片が 1 点出土している。
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第1 3図 6 号住居址平面図 ( 1 /50) 

7 号 住 居

概 観 2 号溝 . 6 号住居 の南西に位置す る 住居 で 、 確認面 は 床 面 か ら 1 0 cm 前後 で

あ っ た 。 出 土 し た遺物 は少 な い 。 住居 内 ヒ° ッ ト が南西 に 1 つ と 北西 に 2 つ あ

る が 、 北西 の ピ ッ ト は住居 の 東 に 隣接 し て 1 3号土壊 が あ る 。 出 土 し た 遺 物 の

量 は極 め て少 な く 、 特記す べ き は 内 黒 の 土 師 器 が 覆 土 中 よ り 一点検 出 さ れ た

に す ぎ な い 。

①形 状 東西が若干短 い 方形 を呈す る 。 東壁 330 cm • 西壁 340 cm • 南 壁 290 cm • 北

壁 284cm を 測 る 。 南西隅 は攪乱 さ れ て い る 。

② カ マ ド カ マ ド は東壁 の や や南寄 り に 築 か れ て い る 。 東 西82cm 、 南北87 cm の 掘 り 方

を 持つ 。 攪乱 の 為 に両袖 の石 は抜 き 取 ら れ て い る 。 焼土 は 中 央部 分 に 6 cm の

厚 さ に 認 め ら れ た （第71図 ） 。

③床 面 ・ 壁 床面 は部分的 に は極 め て堅 く 締 ま っ て い た が 、 柔 ら か い 部 分 の 方 が面積的

に は多 い 。 周 溝 が認め ら れ る 部分 は 、 北壁 か ら 西壁 に か け て で あ り 、 そ の 他

に は検 出 さ れ な か っ た 。

④ そ の 他の 施設 6 号住居 と 同様 に 、 径80cm の極 め て浅 い 円 形 の 土壊 が 中 央 に あ る 。
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⑤遺 物

8 号 住 居

概 観

主要な遺物は 、 覆土中より出土した第16 図に

ある外面を箆調整した 口 径 15 cm の内黒土器であ

る。
0701 ゜ 1 0  cm 

ヒ：

6号 住居の北で1号溝の西に位置するこの住 第1 6図 7号 住居出土土器( 1/4 )

居は、 9号 住居の東壁をわずかに切っている。

カ マ ド は2 箇所あり、 北壁と東壁の中央や や 右よりに位置し 、 北 カ マ ド には

両袖石も遺されていた。住居の西北一部が農道 の下となっていたた め 、 その

部 分の覆土は堅くなっていたが、 遺物の状態は良く、 鍔釜の破 片と杯8点が出

土した。

①形 状 東西に長い方形を呈する。東壁 3 3 4 cm ・ 、西壁 3 44 cm• 南 壁 3 96 cm• 北壁

400 cmを測る。

② カ マ ド この住居は カ マ ド が北と東にそれぞれl箇所あり 、 北 カ マ ド は東西46 cm ・

③床 面 ・ 壁

④ そ の 他の 施設

⑤遺 物

9 号 住 居

南 北80 cm の掘り方を持 ち、 東 カ マ ド は東西 104cm 、 南北68 cm の掘り方を持っ

ている。北 カ マ ド には西袖として使用されていた薄い 自 然石が立った ま ま で

検出された。東 カ マ ド の状況は良くないが、 これは耕作による攪乱を受けて

いるた め である。これに対して北カ マ ド の状況が良いのは、 農道 の下に位置

していたた め 、 後世の攪乱を受けにくかったものといえる。

壁の高さは北が34- 12 cm 、 南が2 cm 、 西が5 cm 程度である。床面は全体的

に堅く締 ま っていたので、 西と南の広がりから住居 の輪郭を把握することが

できた。周溝は確認できなかった。

東 カ マ ド のす ぐ 南に東西 1 16 cm 、 南北96 cm 、 深 さ 18 cm の土堀 がある。

完形の坪が2 点( No.080 1• 0804 ) 、 口 径 254 cm の鍔 釜 の上部破 片 、 口 径

13 .8 cm 、 高さ4 .5 cmの内黒土器( No.0807) が出土 している。墨書土器はすべ

て杯で、 「常」 と 「儒」 と思われるものが合わせて 3 点出土している。

概 観 5号 住居の西で、 この住居の上に 1号 溝が存在しているた め 、 ま た 8号 住

居がこの住居を一部切っていることから 9号 住居 → 8号 住居 → 1号 溝、 ある

いは 9号 住居→ 1号 溝→ 8号 住居とい う 変遷が考えられる。床面の東寄りか

ら 「地」 が墨書された杯が出土している。住居 の中央部 分の覆土が削られて

いたが、 床面は残されていた。

①形 状 や や東西に長い方形を呈する。東壁 280 cm• 西壁 2 90 cm• 南 壁 242 cm• 北

壁 26 0 cmを測る。

② カ マ ド 東壁や や南寄りにあり、 東西70 cm 、 南北62 cm の掘り方を持つ。攪乱によっ

- 20 -
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て壊されてお り 、 わずかに焼土層を確

認 できたにす ぎない。

③床 、 面 ・ 壁 1号 溝と耕作によっ

て 、 著しく削平されているため四周の

壁は低く、 南西隅は 8号 住居に切られ

ている。床面は 、 南半 分を除いて良好

であった。 第1 8図 9号 住居出土土器(1 /4 )

� て
゜ 1 0  c m  

④ そ の 他の施設 周溝は 確 認 されな

かった。

文·¥. 0801 

ヤ
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0807 口
二

F 。 1 0  cm 

0809 

第1 9図 8号 住居址出土土器 (1/4 )

⑤遺 物 覆土が極めて浅かったために、 出土遺物は少なく破片を含めても数点であっ

た。墨書土器であるNo.0901は外面箆削 り 調整が施されてお り 、 「地」 が書か

れている。

1 0 号 住 居

概 観 2号 建物址の南に位置する住居で、 試掘によって調査された。 カマド の状

態は良好で、 周囲からは多量の遺物が出土した。覆土は遺物を若干含 む 粘質

のある黒色土である。

- 22 -



①形 状 ほ ぽ 方形を呈する。東壁 432 cm• 西壁 43 0cm• 南壁 3 94 cm•北壁 404 cmを

測る。

② カ マ ド 東壁やや南寄り に 築かれている。両袖 の石は平たい 自 然石を立て 、 天 井に

は同様の石を乗せている状態で確認された。 カマドの掘り方は東西 1 07 cm、

南北65 cmを測る。

③床 面 ・ 壁 壁の高さは 、 東36 C ill• 西24 C rn• 南1 7 C ID •  北36 C IDを測る。 周溝は幅

1 7- 26 cm、深さ1 0cm前後で カマドの周辺を除いて巡っている。 床面は全体的

に 堅く締まっていた。

④ そ の 他 の 施設 西北隅 に 径28 cm• 深さ45 cmと南西隅 に 径27 cm• 深さ45 cm の柱穴がある。ま

た南東 隅 に は東西 155 cm• 南北7 1 cmの土壊 がある。

⑤遺 物 遺物のほとんどは土堀 の中から出土している。 No. 1 002 とNo.1 003 は暗文が施

; (") 
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第20図 10号 住居址平面図 C 1 /50 ) 
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第21 図 10号 住居址出土土器 ( 1 /4 )

されている内黒の土器で、No. 1004はカマド内か ら 出土 し た 木葉底の甕である。

1 1 号 住 居

概 観 10号 住居の南西に位置し、覆土は粘質のある黒色土をベ ー スとして 7 層 に

分け ら れ、比較 的柔 らかである。 カマドは南東 隅に築かれている小型の住居

である。灰釉陶器の出土が多 く 、墨書土器も多 く 見 ら れ た。柱穴は確認でき

ないが、 カマドの焔道 （燃焼部） 中央で円形 ヒ° ッ トが 1 つ 検 出され た。南壁

の一部が拡張されている。 カマド近 く の床面に藁と思われる植物の圧痕が認

め ら れた。

①形 状 南北に長い隅 円方形を呈する。東壁 3 70 cm• 西 壁 340 cm• 南壁 2 0 0 cm• 北

壁 2 50 cmを測る。南東隅に張り出し部がある。

②カ マ ド 南東隅に位置し東西 1 12 cm• 南北 106 cm の掘り方を持 つ。 カマド中 央部は

攪乱を受けており、また煙道部には柱穴による攪乱が認 め られる。そのた め、

袖と天 井の石は取り除かれている （第70 図） 。
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③床 面 ・ 壁 I I » 
床面は比較 的良好
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であるが、中央部及

び西側に浅い土城 が
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南壁16 cmを測る。

④ そ の 他 の 施設

カマドの西南に51
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第23図 1 1号 住居址出土土器 ( 1 /4 )
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⑤遺 物

1 2 号 住 居

概 観

①形 状

② 力 マ ド

完形 (No. 1 1 05 ) を始め灰釉陶器 の 出土が多 い 。 坪 は 外 面 が箆 削 り 調整 さ れ

て い る 。 甕 は カ マ ド 内 出土で外面を縦、 内 面 を 横 の 刷毛調整 さ れ て い る 。

1 1号住居 の南西 に 位置す る 中形 の 住居 で 、 覆土 は 遺 物 を 多 く 含 む粘質 の あ

る 黒色土 を ベ ー ス と し て お り 、 5 層 に 分 け ら れ る 。 カ マ ド は 内 側 に 崩 れ た 状

態 で 、 周 囲 か ら は遺物が多 く 出土 し た 。 完形 の 灰釉 陶 器 が 壁 際 か ら 出 土 し て

い る 。 こ の住居 は集落 の南端 に 位置 し 、 出 土遺物 か ら 、 比較的早 い 時期 に 営

ま れ た も の と 考 え ら れ る 。

隅 円方形 の 形態 を呈す る 。 東壁 352cm • 西壁 356cm • 南壁 376cm • 北壁

380cm を 測 る 。

東壁 の 中央 や や南寄 り に位置 し 東西 1 26 cm 、 南北99cm の 掘 り 方 を 持 つ 。 検

出 状況 は 、 上か ら 押 し 潰 さ れ た よ う に 、 両袖 の 石 が 内 側 に 倒 れ込 み 、 そ の 上

に 、 天井石 と し て用 い ら れ て い た 平石 が折 り 重 な っ て い た （第70図 ） 。

③床 面 ・ 壁 床面 は 全体的 に 堅 く 締 ま っ て い た 。 土壊 は 3 箇所 あ り 、 南 に あ る も の は 径

80cm • 深 さ 1 0cm前後 の 円形、 カ マ ド の北東 に あ る も の は長径84cm ・ 短径46cm ・

深 さ 16cm の楕 円 形 、 カ マ ド の北 に あ る も の は 径80cm ほ ど の 不正 円 形 で 深 さ 28

cm を 測 る 。 壁 は床面 あ る い は 周溝か ら 垂 直 に 近 く 立 ち 上 が っ て い る 。 東壁40

cm 、 西壁48cm 、 南壁36cm 、 北壁52cm の高 さ を 測 る 。 周 溝 は 住 居 の 西半分 に 見

ら れ 、 幅22- l l cm 、 深 さ 10- 7 cm で あ る 。

④そ の他の施設 柱穴 は住居 内 外共 に 確認出来 な か っ た が 、 南 壁 中 央 よ り や や 西 に 径40cm 余

り の ピ ッ ト が あ り 、 入 り 口 の 施設 に 伴 う も の か と 思 わ れ る 。 カ マ ド の 東 北 に

あ る 楕 円 形 の ビ ッ ト の上部 に は 、 貼床 が な さ れ て い る 。

⑤遺 物 こ の 住居 内 か ら は多量の遺物が出土 し た が 、 灰釉陶器 の 量 と 墨書土器 は 特

1 3 号 住 居

徴的 で あ る 。 杯 は ほ と ん ど が外面箆削 り 調整 が施 さ れ て お り 、 口 縁 は玉状 を

呈 し て い る 。 ま た No. 1 2 18 · No. 1 2 19 は 口 径 8 - 9 cm の 小形壷 で あ る 。 No. 1 2 1 0-

1 21 7 は 口 径 10- 18 cm、 底径 4 . 6- 8 cm の灰釉 陶器 で あ る 。 墨書土器 は 箆調整

が施 さ れ て い る も の で 「中」 が 2 点 、 そ の 他判読不 明 な 破片 が約20点 出 土 し

て い る 。 須恵器 の 甕 の 口 縁部破片 が 、 確認面 か ら 出 土 し て い る 。

概 観 10号住居 の 南 に あ る 一辺が 7 m 前後 の 巨 大 な 住居 で 、 こ の 遺跡 で は 最 大 の

プ ラ ン を持つ 。 こ の 住居 の北 に は 、 2 号 . 3 号掘立柱建物址 が あ り 、 本遺跡

の 中心地区 で あ る 。 粘質 の あ る 黒色土 を ベ ー ス と し た 覆士 は 4 層 に 分 け る こ

と が で き る 。 こ の 覆土 に は多量 の遺物が含 ま れ て お り 、 中 で も 緑釉陶器 破片

が 3 点、 金箸な ど の特殊 な 遺物が出土 し た 。 壁際 を 中 心 に 何 回 と な く 炭 と 灰
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を含 む焼土が投 げ込 まれた状態が見られた。 壁 際と床 中 央には柱穴があり、

2 度の拡張が行なわれ、間仕切もなされていた。 カ マドは東壁の中 央とやや

南寄りの2 箇所に築かれていたが、南の カ マドが盛ん に使用 されていたもの

と考えられる。 カ マドの周囲には円形の焼土が 3 箇所 見られた。 これは、置

カ マドによるものと考えられる。 壁際柱穴からは、 径15 cm前後の柱跡 が確認

された。 床からも柱穴が多数検出 で き たが、確認面は床と床 下があり、 何 回

か建て替えが行なわれたものと言える。

①形 状 南北に長い 方形を呈する。 最終の規模は東壁 6 80 cm• 西壁 704 cm• 南壁

622 cm• 北壁 583 cmを測る。 2 度の拡張を行なっているために、当初の規

模は把握しがたいが、東壁 580 cm• 西壁 56 0 cm• 南壁 56 0 cm• 北壁 550 cm 程

度であったと推測される。

② カ マ ド この住居には カ マドが2 箇所あり、い ずれも東壁に造られている。 北側の

カ マドは両袖の石が1 枚ず つ 立っている状態で確認されたが、若干の焼土が

認められたに過 ぎないため、使用 期間は短いものと考えられる。 こ の カ マド

の煙道部分は桑の 木の攪乱によって調査する こ とがで き なかった。 南側の カ

マドは、東西 225 cm• 南北 142 cmの規模を持 つ 大型 のもので、焚 口の幅は6 0

cmで、焼土の広がりは厚さ20 cm、長さ 155 cmであった。 焼土を取り除いた下

には、15 cm以上にわたって熱によって紫色に変色、 硬 化した ロ ー ム 層が見ら

れた。 カ マドの構築方法は、他の住居に見られるものと同様で、平らな 自 然

石を両袖の芯として立て、その上に同様な石を乗せて全体を粘土 で覆うもの

である。 煙道の中央に径35 cmほどのピットがある。 このような煙道 中 央のピッ

ト は11号 住居などにも見られる （第6 9図 ） 。

③床 面 ・ 壁 全体的に極めて堅 く 締まった貼床が見られた。 また南側を 中 心 に柱穴が床

上から検出 で き た。 南 カ マドの西 3 00 cmには置 カ マドの痕跡 である 直 径5 0 cm

の焼土が見られた。 貼床の下には方形と円形の土壊 と柱穴がいたる所に見ら

れた。 方形の土堀 は間仕切りの北と南にあり、 円形の土壊 は カ マドの西と南

に集中している。 壁は周溝からほ ぼ垂直に立 ち上がっており、東壁51 cm• 西

壁52 cm• 南壁3 7cm• 北壁65 cmを測って、南東側が低い 傾向にある。 壁 際には

周溝が巡り、周溝の中には zoo� 180 cm間隔で柱穴が認められる。 こ の柱穴

は柱がやや内側に傾斜するように掘られている。 南壁の内側6 0 cm、 北壁の内

側2 0 cmには拡張前の周溝が見られる。 また東壁の北寄りには 3 本の周溝が平

行して見られるため、 こ の部分は2 度の拡張が行なわれた。 主柱穴は 4 個 で、

間仕切りの中 央にある柱穴、間仕切りの東80 cmにある柱穴、南中 央にある置

カ マドの跡 の焼土の西にある柱穴、この焼土の東84 cmにある柱穴 であると考

えられる。

④ そ の 他 の 施設 住居址の北西側には幅38 cmほど、長さ 23 0 cm 余りの溝が柱穴を伴って見ら
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第26図 1 3号住居址平面図 ( 1 /60) 
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れるが、 こ れは間仕切りと考え られる。 こ の間仕 切りは最終の住居形態に伴

うものである。 南壁の中央には 100 cm間隔で3 個 の柱穴が 2 組並んでいるが、

こ れは入り口施設 に伴なうものと考え られ、 拡張によって造り直されたか ら

であろう。

⑤遺 物 多量の追物が検出されているが、土師の杯• 灰釉陶器がそのほとんどを占

めている。 特殊な遺物と し ては、緑釉陶器 •鉄鏃( 13 9 1- 13 93 )・紡錘車 ( 13 94 )

• 金箸( 13 96 ) ・刀子( 13 95 ) • 土錐( 13 90 ) ・ フ イ ゴの羽 口 が上げ ら れる。

また縄文緒代の石器も出 土 している。 No. 1343·13 24·13 17·1354·13 14·13 2

6·136 1・ 1359・ 13 20は カマド 内か ら出 土 し ている。 No. 13 74は床下か ら出 土 し

ている。 No. 133 2は内側に煤の付着が見 られる。 No. 13 18·13 3 3 は 内 黒土器であ

る。 No. 1335• 1336 は暗文が見 ら れる。 No. 1366- L385 は灰釉陶器で、No.13 8 2·1

383 は壷の底部、No. 1384• 1385は灰釉陶器婉 の 底 部である。 杯 のほとんどは

外面箆削りが施されている。 杯の底部には第27圏 で示 し たように糸きり根が

認め ら れるものもある。 第29図• 第91図• 92図で示 し たように多数の 墨書士

器が出 土 し ているが、数例を除いて坪の外側面に墨書されており、 「 g」 が

全体の 9 割を示めている。 その他は 「十」 ・ 「王 」 が判読できる。 覆土 の 上

層部北側を中 心に緑釉陶器の底部破片が数点出 土 し ている。

1 4 号 住 居

概 観 13号 住居の 東 で畑の境に位置 し 、15号 住居と璽複 し ている。 こ の 2軒 の住

居は更に4号 溝によって切 られている。 こ のため残存状態は極めて悪 く 、 覆

土は数cm余りであった。
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第27図 13号 住居址出土土器底部(1/4 )
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第28図 13号 住居址出土土器 ( 1 /4 )
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第29図 13号住居址出土墨書土器 ( 1/4)
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第31 図 14• 15号住居址平面図( 1 /50 ) 

①形 状

② 力 マ ド

③床 面

④遺

壁

物

ほ ぼ方形を呈する小型の住居である。東壁 210 cm • 西壁 220 cm• 南壁 240

cm• 北壁266 cmを推測させる。

東壁の中央に位置するが、削平のため若干の焼土が残されている 程度であ

る。

15 号住居の南側を切って いる。床は比 較的良好である。
第3 2図 にある よ う に 杯と灰釉陶器が出土し た。墨書土器はい ずれも箆 削り

が施されており、 「福」 ・ 「1 :,j が認められる。灰釉陶器は他の住居から出

土している物に比較すると白くきめの細かい胎土を有している。

1 5 号 住 居

概

①形

観

状

14号住居に よ り南半 分が切られている小型の住居である。
方形を呈し 、 東壁 288cm• 西壁 246 cm • 南壁 3 24 cm • 北壁 280cmほどの規

模である。
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第32図 1 4 •  15号 住居址出土土器 (1 /4 )

② 力 マ ド

③床 面 ・ 壁

④ そ の 他の施設

⑤遺 物

1 6 号 住 居

概 観

住居の東壁南隅に位置し、東西80cm 、 南北70cm の掘り方を持つ。焚 口 付近

から、甕の破片が、 中央から内黒土器の破片が出 土 した。

床面は比較 的良好である。幅15 cm 、 深さ12 cmの周溝が北壁を中心にめ ぐる。

特に確認できなかった。

カマドから出土した内黒土器No.15 01と甕No. 15 02 程度である。

2号溝と 4号溝の間に位置し 、 東に1 7号 住居、西に2 1号 住居、 南に 1 9号 住

居がある。 覆土は黒褐色土をベ ー ス としており、5 0 crnを越える厚さがある。

こ れは 4 層 に 分かれているが、出土した遺物は少な かった。

①形 状 東西にやや長い方形を呈する小型の住居で、東 2 78 cm• 西 26 0 crn• 南 2 90

C!ll• 北 2 90cmを測る。

② カ マ ド 東壁に位置し、東西 16 1cm、南北 1OOcrnの掘り方を持つ。焼土は、厚さ 12

cm、径90 cmの範囲に認められる。両袖の石は攪乱 によってほとんどな く なっ

ているが、北側奥に 1 個残されている（第70図 ） 。

③床 面 ・ 壁 壁の高さは東壁6 0cm• 西壁56 crn • 南壁5 1 cm• 北壁54 cmを測る。 床面は比較

的堅 く 、周溝は西と南の一部に認められ、 幅1 0- 12 crn、深さは5 cmを視ljる。

北東隅と南西隅でこの周溝は広がっている。

④遺 物 住居の南東の隅から完形の杯が数点出土した。 No. 16 0 1 と16 03 は箆 削りが施

された墨書土器である。 No.16 07 は大形 の婉、 No.16 08 は 婉の高 台である。 No.

16 09�11 は外面が刷毛による縦撫で、内面が横撫でされている甕である。No.

16 12 は径45 crnを越える大形の浅鉢である。
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第33図 16号 住居址平面図 ( 1 /50 )  

1 7 号 住 居

概

①形

② 力 マ

観 2号 溝の先端に位置する方形を呈する住居で 、 覆土は褐色土を ベ ー スとし

たもので5 層 に 分けられるが、 他の住居の覆土と比 較 すると礫が含まれてい

る比率が多い。これは2号 溝によ っ て運ばれて き た もので あ ろ う 。 覆土中か

ら出土し た遺物は少ないが、 床面付近からは杯の破 片を中心として出土数が

多い。

状 ほ ぼ 正方形を呈する小型の住居で、 東 274 cm• 西 2 92 cm· 南 286 cm• 北

288 cmを測る。

ド 東壁に位置し 、 東西 138 cm 、 南北76 cmの掘り方を持つ。両袖 の石は撹乱等

によ っ てな く な っ ているが 、 焼土は厚さ 10 cm 、 径50 cm の範囲に認められる

（第70 図 ） 。 - 37 -
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第34図 16号住居址出土土器 ( 1/4)

③床 面 ・ 壁 壁 の 高 さ は東壁38cm • 西壁34cm • 南壁38cm • 北壁24cm を 測 る 。 床面 は比較

的堅 く 締 ま っ て い た 。 周 溝 は 、 幅 12cm • 深 さ 4 cm ほ ど で南 西 隅 と カ マ ド 周 囲

を 除 い て巡 っ て い る 。

④ そ の 他の施設 床面 中央北寄 り に 径60cm • 深 さ 16cm を 測 る 土壊 が あ る 。

⑤遺 物 出土 し た杯 は い ずれ も 箆削 り 調整が施 さ れ て い な い も の で 、 径 15- 1 2 . 5cm 、

器高 5 . 2- 3 . 5cm を測 る 。 No. 1701 は糸切 り 痕 を 有 し 、 No. 1 703 は 底部 を 欠 く 破

片 で あ る 。 No. 1704 は暗文 を持つ 内黒土器 で あ る 。 No. 1705 と No. 1 706 は 口 縁部 が

外 反 す る 壷形土器 で あ る 。 刀 子 ( 1708) と 紡錘車 ( 1707 ) が 各 一 点出 土 し て

い る 。 - 38 -
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第36図 1 7号住居址出 土 土器 ( 1 /4 )
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1 8 号 住 居

概 観 17号 住居の南西、21号 住居の東 に位置し、19号 住居 に切られているため、

正確な規模などは不明である。 残されていた覆土は 2 層 に 分けられる。

①形 状 方形を呈する小型の住居で、南壁 250 cmを測る。

② カ マ ド 東 壁 に位置し、東西70 cm、南北70 cmの掘 り 方を持つが、攪乱のため袖の石

などはない。 焼土は厚さ 3 cm、径35 cmの範囲に認められる。 甕の破 片が2 点

出土している （第70 図 ）

③床 面 ・ 壁 床面は南側の一部が残っている程度であるが、比 較 的堅く締まっている。

壁は床面同様であるが、深さ 8 cmを測る。
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① 黒褐色土層 ⑥ 黒褐色土屈
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③ 思褐色土屈 ⑧ 褐色土雁
④ 明褐色土屈 ⑨ 焦褐色土屈
⑤ 褐色土層 ⑩ 貿渇色土屈
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第37図 18• 19号 住居址平面図 ( 1 /50 )  
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④遺 物 径27 cmと27 . 4cmの甕

の口縁部から胴部にかけての破片が出

土している。

1 9 号 住 居

概 観 1 8号 住 居 の 北 側を

切って造られている住居である。 覆土

は 8 層に 分けられ 、 出 土した遺物も比

較 的多い 。 住居の中央には2 0 �3 0 cmほ

どの大きさの石が集中している。

①形 状 ほ ぽ正方形を呈する

住居で、 東壁 3 50 cm• 西壁 3 56 • 南壁

340 cm• 北壁 3 14 cmを測る。

② カ マ ド 東壁に位置 し 、 東西

115 cm 、 南北66 cmの掘り方を持つ。 焼

土は径55cm• 厚さ 9 cmを測る。 壁付近

の両袖 石は残されているが、 その他の

石は取られている （第70 図 ） 。

③床 面 ・ 壁 床面は中央がやや低

く なっているが、 全体的に堅く締 ま っ

ている。 東壁は58cm· 西壁34cm • 南壁

40 cm• 北壁40 cmを測る。 周溝は南西隅

と カマド周辺 に認められないが、 その他では、 深さ 6 �4 cm 、 幅1 0 �12 cmを

測る。 中央より西寄りに南北に主軸を持つ長円形の土堀 がある。 長軸 123 cm ・

1801 

1802 

゜ 10 cm 

第38図 1 8号 住居址出 土土器 (1 /4 )

短軸76 cm• 深さ 16 cmを測る。 南西隅に径3 8cmを測る ヒ° ッ トがある。 ま たこの

部 分は円形を呈 し て外側に張り出 し ている。

④遺 物 出土した遺物は杯が主体である。 No. 1901は径 12 .4 cm• 高さ 2 .6 cm 、 No.1902

は径 13 cm• 高さ 3 cm 、 No. 1903 は径 14 .2 cm• 高さ 3 .2 cm 、 No. 1904 は径12 . 8cm ・

高さ 3 .4 cm 、 No.1905 は径 13 cm• 高さ 3 .6 cm 、 No.1906 は 径14 cm• 高さ3 .6 cm 、

/o.1 907 は径 12 .4 cm • 高さ 4 cm 、 No.190 8は 径12 .4 cm• 高さ 4 cm 、 No.1 90 9 は 径

13 .6 cm• 高さ 4 .6 cmを測る杯である。 No.190 1 とNo.1 907 は 「りB」 が墨書されて

いる。 No. 1 904とNo.1905 、 No.190 9は 外面箆 削 りが施されてい る 。 No. 1 9 1 Oは径

2 8 .4 cmの甕の口縁部から胴部にかけての破片であるが 、 外面は縦 、 内面は横

撫での刷毛による調整がなされている。
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第39図 1 9-1'許t居址出土土器 ( 1 /4 )

2 0 号 住 居

概 観 17号住居 の 南 、 32号住居 の 北 に 位置 す る 南北 に 長 い 方形 の 住 居 で あ る 。 耕

作 に よ る 削平 が著 し い た め 、 壁が ほ と ん ど な く 、 覆土 中 か ら 出 土 し た 遺物 の

量 も 極 め て少 な い 。 住居 の 中央 に 径80-90 cm の 土城 が あ る 。

①形 状 隅 円 方形 の プ ラ ン を 持 ち 、 東 336cm • 西 3 1 0 cm • 南 290 cm • 北 320 cm を 測

る 中型 の 住居 で あ る 。 覆土 は ほ と ん ど な い 状 態 で検 出 さ れ て い る 。

② カ マ ド 東壁 に 位置 し 、 径66cm の 円形 の 掘 り 方 を 持 つ 。 耕作 に よ る 削 平 の た め 、 著

し く 壊 さ れ て い る 。 焼土 は 厘 さ 数cm 、 径66 cm範囲 に 見 ら れ る 。

③床 面 ・ 壁 床面 に は 3 個 の ほ ぼ 円 形 の 土壊 が あ る 。 中 央 の 土城 は 径84 cm • 深 さ 18cm 、

西 の 土壊 は径85cm • 深 さ 22cm 、 北 の 土壊 は 径74cm • 深 さ 44 cm を 測 る 。

④遺 物 No. 2001 は 口 径 14 . 2cm を 測 る 杯 で 、 外面箆削 り 調整 さ れ て い る 。 No. 2002 は 鍔

釜 の 破片 で 、 胴部径 19.4cm を 測 る 。 釘 ( 2003 ) 、 刀子 ( 2004、 2005 ) が 出 土 し

た 。 - 42 -
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第40図 2 0号 住居址平面図 C 1 /5 0 )  

2 1 号 住 居

二

.., 

゜ 1 m 
I I I 

概 観 18号 住居の西lQmほ

どに位置する 1 辺 3 m余りの住居で、

確認面から床面までは3 0- 40cmを測る。

8 層に 分けられる覆土は黒色土をベー

スにし た粘質 の 強 い土で、遺物と礫を

多く含んでいる。床面には東に ヒ° ッ ト

が集中し ている。刀子が 1 点出土 し た。

①形 状 東 壁 3 1 0 cm • 西 壁

316 cm• 南壁 3 00cm• 北壁 2 90cmを測るほ ぼ正方形を呈 し ている。

彎 戸
2002 

。 1 0  cm  

第41 図 2 0号 住居址出土土器 (1/4)

②カ マ ド 東壁やや南に位置し、 東西91cm、 南北94 cm の 掘り方を持 つ。 袖 の 石 は立っ

た状態で検出されている。焼土は焚 口から煙道に向かって5 0cmほど見られる。

出 土 し た 遺物は杯 の 破片が多い（第6 9図 ） 。
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⑤遺

③床 面 ・ 壁 床面 の 中央 に は 、 径80cm • 深 さ 20cm程度 の 土壊 が あ る 。 床 面 は比較的柔 ら

か い が 、 壁 際 に は 、 幅20cm • 深 さ 6 cm の 周 溝 が一部 を 除 い て 巡 っ て い る 。 南

壁 の 中央 に あ る 周 溝部分 は入 り 口 施設 に 伴 う も の と い え る 。

④ そ の 他の 施設 北東 の 隅 に は 、 径74cm • 深 さ 28cm の 土壊 と 径34cm • 深 さ 32cm の 土 壊 が 切 り

合 っ て い る 。 こ の土壊 は柱穴 と は考え ら れ な い 。 ま た 、 径50cm • 深 さ 24 cm ほ

ど の 土堀が南東隅 に あ る 。

出土 し た遺物 の ほ と ん どが丁寧 な箆削 り 調整 が施 さ れ て い る 杯 で 、 No.2 1 0 1 ・

No.2 1 02 · 21 04 · 2 1 09が墨書土器 で あ る 。 記 さ れ て い る 文字 は 「 福」 で あ る と

思 わ れ る 。 No.2 1 1 0 は比較的深 く 、 口 縁部が玉縁 に な ら な い 胚 で あ る 。 小形 の

甕 (No.2 1 1 2) と 大形 の 甕 (No.21 13 · 21 14) が 出 土 し て い る 。 ま た 刀子 ( 2 1 1 5 )

が 1 点 出 土 し て い る 。

物

＼ア 応
A
 

B
 

口
Cし

ロ

/<:::, 

ヽ ·- F
 

① 黒色土層

② 明褐色土層

③ 黄褐色土層

④ 黒褐色土層

⑤ 黒褐色土層

⑥ 黄褐色土層

⑦ 明褐色土層

⑧ 明褐色土層

゜ 1 m 
I I I 
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2 2 号 住 居

概

①形

②床 面

2 3 号 住 居

概

観

状

壁

1 号溝の北側で 5 号住居 の 20cm ほ ど に 位 置 す る 1 辺 3 m ほ ど の 住 居 で あ る
と 考え ら れ る が 、 1 号溝 に 東半分 を 削 ら れ て い る た め 、 正確 な 規模 と カ マ ド
の状態 を知 る こ と は 出来な い 。 確認面か ら 床面 ま で は浅 く わ ずか 10cm を測 る 。

方形 を呈す る も の と 考え ら れ る が、 1 号溝 に 東 側 が 切 ら れ て い る た め 、 正
確 に は知 る こ と は で き な い が 、 ほ ぼ 300cm程度 の 大 き さ で あ る と 言 え る 。

床面 は比較的堅 く 締 ま っ て い た 。 壁 は確認 で き な か っ た 。

観

①形 状

E区南部 の 微高地上 に あ る 縄文 時 代 中 期 の 住居 で 、 表土 の 下 1 0 cm ほ ど で確
認 さ れ た が 、 覆土が浅 く 遺物 も 少 な か っ た 。

楕 円 を呈 し て い て 、 径東西 436cm • 南北 4 1 0 cm を 測 る 。

＼
 

冒
冒
言一――-
1
冒
言
言
昌 I 

I 
• C二9

① 黒褐色土層
② 黒褐色士層

③ 砂 • 小 石
④ 褐 色 土 層
⑤ 黄褐色土層 775 . 20 m  B 

Q I m 
I—---. I 

第44図 22号住居址平面図 ( 1 /50) 
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② 炉 住居の中央 にあり、石を周囲に 立てた石囲い 炉である。 焼土は 多くは認め

ら れない。

③床 面 ・ 壁 床面は柔らかく検出することが困難であった。 壁は2 0cm程度の高さを持つ。

④ そ の 他 の 施設 柱穴は6 本あり、 径32- 5 0cm、深さ5 0cm 程度である。

⑤遺 物 浅鉢の底部と深鉢形土器の口縁部の破片が 出土した。

2 4 号 住 居

概 観 2号 住居の南東 1 0cm、25住居の直ぐ西、13号 住居、 2号・ 3 号 掘立柱建物

＼ 
\

,,. ＼ 。

© い ーF_

◎ 

！ 

I 
I 

co 

第45図 23号 住居址平面図( 1 /5 0)  
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址の北にあたる場所にある

この住居は、本遺跡 の 中心

地域に位置する。トレンチ

による遺構確認作業の 時点

で、すでに覆土に至っ てい

たため、杯 の 破片を中心と

した遺物が多 く 検出された。

覆 土は炭を多 く 含んだ粘質

のある黒色土で、確認面か

ら床面までは15 cm程度の浅

いもの であった。 床面では

炭 化した柱材が所々から検

出されたため、この住居は

火災にあったものと考えら

れる。壁柱穴が周囲に巡り、

“ 

' , 、 ’

2301 

。 10 cm 2302 

第46図 23号 住居址出土土器 ( 1/4 )

入り口施設は南中 央に確認された 4 個 の柱穴である。東壁 の 中 央やや南寄り

と西壁 の南より焼土が検出されたため、 カ マ ド は 2 箇所あるいは2 度築かれ

たものといえる。なお、 鎌が1 点出土したが、この住居に伴うものとは考 え

に く い。

①形 状 東壁 3 80 cm• 西壁 444cm• 南壁 400 cm• 北壁 3 94 cmを測る南北に長い方形

を呈する大型 の住居である。

② カ マ ド 東壁 の 中 央やや南に位置するが、削平を著 し く 受け ているため状態は良 く

ないが、この遺跡 の住居に見られる形態を持つものと言 える。また、西壁 の

中 央には カ マ ド の痕跡があるが、両者の前後関係やこの カ マ ド の形態は不明

である （第69図） 。

③床 面 ・ 壁 床面は、全体的にやや南西に傾斜している。堅 く 締まっ ているが、 火 災を

受けているため、全面に炭 化物の散布が見られる。また床 の 中 央には径6 0 cm

ほど の範囲に粘土の広がりがある。壁は削平を受け ているために、 北壁でわ

ずかに数cm程度である。周溝は全体に巡り、幅20- 3 0 cm、深さ5 cm 程度であ

る。 周溝の中には壁柱穴が約 150 cmを基本単位として、 掘られ ているよう で

ある。

④ そ の 他 の 施設 南壁 中 央には隣 接して径20 cmほど の柱穴が70 cm間隔で2 組ある。これは入

り口施設に伴うもの である。壁柱穴は東壁では 3 個が 140 cm• 280 cm間隔で

あり、西壁では 6 個 の壁柱穴が40- 150 cm の 間隔で並んでいる。 北壁には中

央に 150 cm間隔で2 個 の柱穴があり、これに対する南壁 の柱穴は、 入り 口 施

設に伴う柱穴 の外側にやはり 150 cm間隔で掘られ ている。柱穴 の深さは40 cm
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前後の も のが多いが、これより浅い15cm程度の も の も ある。覆土が薄いため、

出 土 した遺物量は少ない。杯は箆削り調整がなされない も ので、 糸 切り痕を

持つ。須恵器の長頚壷の頚部が 1 点、甕の破片が出 土 し ている。 ま た住居の

北寄りの床面直上から柄の部分に 木質部が若干残る鋸 (2406 ) が 1 点検出さ

れた。南側床面より打製石斧が 1 点出 土 し ている。

2 5 号 住 居

概 観 24号 住居の西に隣 接し、3号 掘立柱建物 址の北6 m、13号 住居の北2 0mに

位置する大型の住居である。覆土は粘質のある黒色土をベ ー スと し て 7 層 に

分けられ、遺物を多 く 含んでいる。住居の大きさは 1 辺 6 mを越える規模で
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第48図 24号 住居址出土土器 (1/4)

本遺跡 では13号 住居に次 ぐものである。 出土した遺物は土 師器の杯 • 灰釉

陶器・ 緑釉陶器・ 毛抜き状の鉄製品 (252 1 ) が カマド 内から出土している 。

床面の中央には 4 本の主柱穴があ り 、その内側には壁柱穴が周溝の中に掘ら

れている。

①形 状 外側プ ラ ンは や や南北に長い方形を呈するが、 床 面は 1 辺 ほ ぼ 5 70 cmを測

る方形を呈する。

②カ マ ド 東壁南寄 り に位置する。 東西 183 cm、南北 145 cm の掘 り 方を持 ち、両 袖 に

平石を立てた形態である。 焼土は幅50 cm、長さ85 cm、厚さ 7 cmで カマドの中

央部分に見られる （第 72 図） 。

③床 面 ・ 壁 床面は全 体 的に堅 く 締まって良好である。 中央には東西 220 cm、南北 3 40

cmの間隔で4 本の柱穴が並んでいる。 こ れらは主柱穴で 四隅にある柱穴に立

つ柱から渡される梁を受けるためのものであ ろ う 。 壁は東壁5 0- 3 0 cm、西壁

45- 2 0 cm、南壁15- 3 0 cm、北壁6 0- 50 cmの高さを測る。 壁 際 には幅3 0 cm 、 深

さ5 cmの周溝が一部を除いて巡っている。 こ の周溝には壁柱穴が掘られ、 各

コ ー ナ ー はそれに伴って内側に張 り 出 している 。

④ そ の 他の 施設 壁柱穴は 150 cm及び 100 cmの間隔で東壁に 7 個、西壁に 9 個、南壁に 3 個、

北壁に 4 個並んでお り 、南壁中 央には 100 cm間隔で並ぶ柱穴が2 組あるが、

こ れは入 り 口施設に伴 う 柱穴であると思われる。 西側に南北 110 cm、東西76

cm、深さ3 0 cmほどの、同じ く 南北 120 cm、東西70 cm、深さ15 cmほどの土壊 が

ある。 また貼床の下からは北西隅に、 カマドの北側には径80 cm の土城 が2 個
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第49図 25号住居址平面図 ( 1 /60 ) 
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第50図 25号住居址出土土器 ( 1 /4 )
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あり 、 深さ25cm及び15cm である。

⑤遺 物 出土した坪はほとんどが外面箆削り調整が施されていない糸切り痕が認め

られる(No.2501- 2511 ) 。No.2515は内面に 暗文が施されている高台付きの径

14cmを測る内黒土器である。No.2501は 「Aる 」 が記され た 墨書土器である。灰

釉の有環長頚瓶などの陶器片が多数出土 している。

2 6 号 住 居

概 観 13 号住居と 3 号掘立柱建物址の間に位置する。 覆土中からも床面からも遺

物の出 土は極めて少ない。 カマドは東壁のやや南に あり、床面は比 較 的柔ら

かである。

①形 状

東壁 340 cm• 西

壁 3 90 cm • 南 壁

3 94cm• 北壁 340

cmを測り、 方形を

呈する。規模とし

ては中形である。

② カ マ ド

東壁 に位置し、

東西 100 cm 、 南北

80 cmの掘り方を持

ち、 両袖 に は平石

を立て 、 それを粘

土で覆う形態であ

る。ここからの遺

物の出土はない。

③床 面 ・ 壁

床面は比較 的柔

らかで、 床下の土

壊 も確認できない。

c
 

I 
i 

c-:, 

B
 

cっ I
 I
 

A
 

110 OOm 
B 

第51 図 26 号住居址平面図( 1 /50 ) 

周溝は カマド部分を除いて全体に 巡 っ ている。東壁26 cm• 西壁

26 cm• 南壁20 cm · 北壁3 0 cmを測る。

⑤遺 物 暗文が施され た 杯が 1 点出土している。

（第52 図 ）

▽
 ゚ � 1 0  cm 

第52図 26 号住居出土土器
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2 7 号 住 居

概 観 25号住居 の 東25 m 、 1 号溝 と 4 号溝 の 間 に 位置 し て い る 縄文 時代前期 の 住

居 で あ る 。 こ の住居 は火災を受 け て お り 、 覆土の 中 に は 多 量 の炭が見 ら れ た 。

覆土 に 遺物 は ほ と ん ど な か っ た 。 黒曜石製 の 石錐 が 2 点床面直上 か ら 、 ま た

深鉢 と 浅鉢 が 1 点ずつ 床面 に 貼 り 付 い た 状態 で 出 土 し て い る 。

①形 状 短径400 cm 、 長径460cm を 測 る や や 方形 に 近 い 楕 円 形 を 呈 す る 。
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＼
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① 暗褐色土層

② 褐色土層

③ 明褐色土層

④ 黄褐色士層

⑤ 焼土 • 炭化物層

O I m  

I I I 

第53図 27号住居址平面図 ( 1 /50 ) 
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口

。 10 cm  

2 702 
2 70 1  

第54図 2 7号 住居址出土土器 (1/4)

② 炉 床 の西寄りに地床炉があり、焼土の厚さは2 0 cmほ ど認められた。

③床 面 ・ 壁 壁は3 0- 48cm程度であり、 北側には幅10 cm、深さ2 0 cm の周溝がある。

また東と南には幅15- lOcm、深さ15- 2 0 cm のピ ッ ト が取り 巻 く 様 にある。

④そ の 他の施設 柱穴 が壁近 く に 4 本確認された。また北東側に位置する柱穴 際から浅鉢 が

潰れた状態で出 土し、これを取り巻 く ように数cm の高まりがある。

⑤遺 物

No.2 7 01は北西側

の床面直上から出

土した。No.2 7 02 は

その140 cm東から

柱穴に落ち込 むよ

うな状態で出土し

た。 共に諸磯b式

に比定される。

2 8 号 住 居

概 観

台地の東端に位

置する平安時代の

2 軒の住居の一つ

である。この住居

の東 4 IDからは急

激に落ちて、水田

c-

co
 C

 

＼
 0-

\<9 
＼ 

774 . lOm 
D 

① 黒色土屈
② 煤褐色土屈i
③ 黄色土陪

第55図 2 8号 住居址平面図 ( 1 /50 ) 
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が営まれている 沢となる。 覆土は 3 層

に 分けられ、遺物も少ない。

①形 状 東西が若干短い方形

を呈 する。 東 壁256 cm 、 西壁25 0 cm 南

壁240 cm、 北壁22 0 cm を測る。

② カ マ ド 東壁のやや南に位置

するが、 こ の遺跡 の住居の中では、比

較 的外側に 突き出 して造られている。

しか し耕作による撹乱のため、 焼土の

み確認 した。

ミ 文-
―

二O 10 cm 

ミ

第56図 2 8号 住居址出土土器(1 /4 )

③床 面 ・ 壁 床 の中央 に 径 100 cmの土堀 が2 個あるが、 深さは3 0 ,.....,2 0 cm 程度である。

床は柔らかである。 東壁は 10 cm、西壁は12 cm 、 南壁は2 0 cm北壁は3 4cmを測る。

壁の内側には、幅15 cm、深さ 6 cm 程度の周溝が西壁の一部を除いて巡ってい

る。

④ そ の 他の施設 南西隅 に 径6 0 cm、深さ24cmの土堀 がある。

⑤遺 物 出土した遺物は、 外面箆削り調整が施された浅い杯がほとんどである。

（第56 図）

2 9 号 住 居

概 観 2 8号 住居の南に隣接した縄文時代の住居で、 農道建設及び耕作 に よ っ て北

と西半 分が削り取られている。 覆土は25 cm 程度あり、遺物を多 く 含んだ黒色

土である。

①形 状 径 5 m 程度の楕 円形を呈するものと推測できる。

② 炉 東西に地床炉が位置する。 焼土の厚さは 12 cm 程度である。

③床 面 ・ 壁 床 面は堅 く 締まっている。 壁の高さは25 cm 程度である。 周溝は伴わない。

④ そ の 他 の施設 柱穴が2 個確認できるため、 4 個以上あ っ たものと言える。 中央 に 径80 cm

程度の土堀 があるが、北半 分は切られている。

⑤遺 物 57 図 に示 したよう に、縄文時代前期末から中期初頭 に位置づけられる。 No.

13 は ボ タ ン状の突起をもつ波状口緑部である。

3 0 号 住 居

概 観 遺跡 の東北隅 に位置する住居で、耕作によって覆土 のほとんどが削平され

ている。 出土逍物はいわ ゆる甲斐型土器であるため、 こ の遺跡 では最も古い

時期に位置する住居である。

①形 状 やや変形した正方形を呈すると考 えられる。東 壁350 cm、西壁33 4 cm、南

壁35 0 cm 、 北壁3 3 0 cmを測る。
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② カ マ ド

東壁のや や南に

径70 cmの範囲に焼

土の広がりが認め

られる程度の状況

である。 そのため

カマドの形態は明

確ではない。

③床 面 ・ 壁

床面は比較 的柔

らかで、浅い 土堀

が1 個と柱穴とも

考えられるビ ット

が4 個ある。 壁は

耕作によってほと

んど削られている

が、わずかに東壁

3 cm、西壁5 cm、

北壁 3 cmを測る。

④ そ の 他の施設

ム J_ 35 

\ C' 

A I I ◎『
.l_ 

A
 

心4

1-

」

ク
＼
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772.70m 

c
 

。 1 m 

I I I 

第58図 2 9号 住居址平面図 ( 1 /50 ) 

床中央に東西64cm、南北85 cm、深さ数CID の土堀 が、その西に径2 0 cm前後の

ビ ットが南から40 cm、100 cm間隔であり、 カマドの北2 00 cm のところにも同

様なものがある。

⑤遺 物 第5 9図で示したように、出土した遺物は甲斐 型の坪 で、 No.3 001は暗文が施

されている。No.3 0 03 は蓋である。 その他は須恵器の大甕の破片が出土してい

る。

3 1 号 住 居

概 観 本遺跡 の東端に位置する平安時代の住居2 軒の内の ひとつで、耕作による

削平で覆土は浅いが、 3 層に 分けることができる。

� 
乙し ミ

3003 
3002 

10 cm 

第59図 3 0号住居址出土土器 (1/4 )
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第60図 3 0号 住居址平面図 C 1 /50 )  

①形 状 東西に若干長い方形を呈 する。 東 壁26 0 cm 、西壁240 cm、 南壁240 cm、 北

壁280 cm を測る。

②カ マ ド 壁やや南寄りに位置し、東西85 cm、南北65 cm、 で袖石等は抜き取られてい

③床 面 ・ 壁

④ そ の 他の施設

⑤遺 物

3 2 号 住 居

て厚さ 4 cm径40 cm程の焼土が見られるだけである （第72 図） 。

床は柔らかで、 中 央に径50 cm 程の浅い土堀 がある。 周溝は福2 0 cm前後、深

さ70 cmの周溝が一部を除いて巡っている。東壁26 cm、西壁32 cm、 南壁16 cm、

北壁3 0 cmを測る。

北西隅 に 径70 cmの土堀 がある。

土 師の杯と甕が 出土している。坪は玉状口 縁を呈し、外面に箆削り調整を受

けている。No.3 10 1 . 3102 .  3106 は墨書土器でそれぞれ 「店」 ・ 「A�」 ・ 「伶」 が

記されている。 またNo.3 10 1 . 3104 . 3107 は糸切り根を残している。 No.3 108 .

No.3109は内外面共に箆削り調整が施された 小形の甕 である。

概 観 この住居は表面観察で確認できた。 7号 住居の西で、2 0号 住居の南にあた

る。 覆土は黒褐色を呈する粘質のある土で灰釉 陶器を含 む 比較 的多くの遺物

- 59 -



゜

(i) 褐色這

② 焦褐色土層

③ 黄褐色土層

C, 

I 
i
o I )> 

I 

@ 

: c:, 

第61 図 3 1号住居址平面図 ( 1 /50) 

｀ 
3102 

A� 

叉己い／
3106 

3107 

第62図 31号住居址出土土器 ( 1 /4)
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が出土 した。 カマド西北部分には平石が集中していた。 これは カマドに用い

られたものとい える。床面には径l OOcrn 程の土堀 が 5 個ある。

①形 状 ほ ぼ 正方形を呈 していたと考えられる。東 壁3 5 0 crn、西壁3 6 0 crn、 南壁3 7

Q Clll、 北壁3 6 4 cm を測る。

②カ マ ド 東 壁 やや南に位置と東西120 crn、南北94 crnを測る堀り方をもつ。袖 の石は

ほとんど抜きとられているが北側奥には2 個 残 っ ている。 焼土は厚さ12 crn、

幅40 cm、長さ75 crn の範囲の カマドの中央部見られる（第72 図） 。

③床 面 ・ 壁 床面は、大型の土堀 が複数あるため、 ま た 木の根による撹乱を受けている

ために平 ではない。東壁高さ20 crn、西壁15 cm、南壁 5 cm、北壁3 0 cmを測る。

壁の内側には深さ5 �10 crn、幅25 cmを測る周溝が巡るが、南壁際には見られ

ない。住居内には北西隅に径90 crn、深さlO crnほどの土堀 がある。 この土城 か

／
 

し ./

夕
＼
＼
 

二
＼｀ ／テ

こ
、ゲ

E
 

゜

773.40m R 
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3205 

第64図 32号 住居址出土土器 ( 1/4 )

らは13 点の遺物が出土している。 また カ マド の直線 に並ぶ径100 cm前後の土

城 が3 個ある。 その深さは東から3 0 cm ・ 20 cm ・ 13 cmを測る。 カ マド の北 に も

同様の規模の土堀 がある。

④ そ の 他の施設 南西隅 に浅いピ ッ ト が2 個あり、完形の杯 ( No.32 02 ) が出土している。 カ

マド の南には小型の士堀 が2 個あり壁際のものからは数点の遺物が出土して

いる。

⑤遺 物 No.3201は覆土中より出土した内黒土器である。 No.32 02 は南西の隅のビ ッ ト

から出土した箆削り調整された杯である。 No.3205 は木葉痕のある甕の底部で

ある。 No.3203 · 32 04は灰釉陶器の底部である。

3 3 号 住 居

概 観 32号 住居の南西に位置し、34号 住居の東 に ある小型の住居である。 覆土は

浅くわ ずか 1 0 cmを測る。 床面中 央 に 東 西23 0 cm、南北13 0 cm、深さ120 cm の

最近の野菜の貯蔵穴が掘られているため、床面の全容は明らかでない。 その

ためか、遺物の出土量は少ない。

①形 状 東 壁2 90 cm、 西 壁326 cm、 南壁32 0 cm、 北壁352 cm、を測り、 ほ ぽ 正方形

を呈していた。

② カ マ ド 東壁中央に 近くに位置し、東西90 cm、南西84 cmの堀り方をもつ。 覆土が浅

いため に 耕作 に 寄る撹

乱を著しく受けている。

そのため袖の石を始め

とする上部遺構はその

痕跡 をとどめていない。

焼土は厚さ数cmで径40

cmほどの広がりをもっ

ていて カ マド の中央部

から検出された。 両端

には径3 0 cmほどのビ ッ

� 

ニ— 。 3303 

10 cm 

第65図 33号住居址出土土器 (1/4 )
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第66図 33 号住居址平面図 ( 1 /50 ) 

トがある（第72 圏） 。

③床 面 ・ 壁 貯蔵穴による撹乱がある。 東壁8 cm、 西壁13 cm、南壁 8 cm、 北壁28 cmを測

る。 北壁から西壁の半 分には幅20 cm前後、 深 さ 6 cm前後の周溝が見られる。

④ そ の 他の施設 南隅近くには長径46 cmの楕円の土堀 がある。

⑤遺 物 No.3 3 01• 33 02 は床面付近から出土 し、 No.33 03 は刷毛調整が全面に施された

甕である。

34号住居

概 観

①形 状

②力 マ ド

③床 面 ・ 壁

④ そ の 他の施設

本遺跡の北西部分に位置 し 、 33 号同様極めて浅い住居である。

ほ ぼ正方形を呈し、 東壁 274 cm、 西壁 262 cm、 南壁26 0 cm、北壁 26 0 cmを

測る。

東壁やや南に位置するが撹乱のために破壊されて形態は定かではない。

床面は柔らか く 、遺物の出士も少ない。 東壁は 8 cm、 西壁13 cm、南壁 8 cm 、

北壁28 cmを測る。 周溝は、 北と西の一部に認められる。

床 の北西に深さ10 cm 、 長径40 cm程の浅い土堀 がある。 カ マ ド の南にも径50
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cm、深さ17cmの土堀 があり、こ

こか ら は 、 甕の破片が出土して

い る 。

⑤遺 物

No.3401• 3402• 3403 · 3404 Iま

外面箆削 り を施されている杯で、

口 縁部はやや外湾しなが ら 玉状

を呈する。

またNo.3401 · 3402 は 「t」 記

されている墨書土器である。ま

たNo.3402•3404は糸切り底であ

る。その他甕の破片や灰釉陶器

の小破片が出土している。

（八巻与志夫）

� 三二之
� 3401 

� 

� 

ロニ／
ヤ名·, � . .  

i� 汽令唸•，}.!::;: 匂' ,.. ·1 

。 1 0  cm 

第67図 34号 住居址出土土器 (1 /4 )

f ,,.· 

B
 

a 

c
 <:§:I 

＼
 

C
 

I 
I . co 

p5
 772 . 50m D 

Q I m 

I I I 

第68図 34号 住居址平面図 ( 1 /50 ) 
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第 2 節 寺 所 遺 跡 の カ マ ド に つ い て

本遺跡 では、平安時代に位置づけ られる31軒総 てが カ マ ドをもつ住居である。 各住居におけ

る カ マ ドの位置も、例外なく東壁のやや南側にある。一辺 が2- 3 mの小 型の住居か ら 5- 7

mの大 型の住居までこの傾向はあるが、13号・ 24号・ 25号 の 各住居では2 箇所に カ マ ドがあっ

た。

構造については、総て の住居のカ マ ドが良好な状態で検出 され てないためにはっきりとは言

えないが、概 ね 自 然 の平石を両袖の芯としてやや内側に傾斜させ て 立 て、その上にやはり 自 然

石をのせ て 天 井の芯しと、粘土で こ れ ら を覆うように貼り付け ている のである。煙道は住居の

第2 1号 住居址

I m  

/ I 
① m渇色土屈
② 氾色土庖 （ ロ ーム拉浪人）
③ 黒褐色ゴ母
④ 
⑤ ヽ、 （煉土粒涙入）
⑥ 焼土屈
⑦ 明褐色土屈
⑧ 黒色土屈 （炭化物混入）

① 陪出色這 （砂四帖土iflA)
② 買褐色土沼 （砂質枯土 プ 0 ッ ク ）
③ 陪褐色土屈 （焼土拉混入）
④ 訊色土屈 （炭化物多い）
⑤ 黒褐色土陥
⑥ 焼土屈 （砂門粘土が焼け る ）
⑦ 焼土洒
⑧ 賀出色土屈 （焼け る ）
⑨ 買褐色砂四粘土厄i
⑩ 暗褐色土屈 （焼土位批入）
⑪ ，ヽ （焼土拉少皇）

第13号 住居址

① 暗褐色這
② 焼土屈
③ 黄褐色土屈
④ 褐色土屈
⑤ 砂如埠
⑥ ヽ9

� :  
<1lii) 

第2 4号住居址

第69図 13• 2 1・24号 住居址 カ マ ド実測図( 1 /40 ) 
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第 1 1号住居址
I 

/ 

(j) 訊褐色土
② ，ヽ （ ロ ー ム粒多い）
③ 褐色埠i
④ ヽ， （ ロ ー ム ・ プロ ッ ク混入）
⑤ 貿色褐土屈
⑧ 焼這
⑦ 赤蛇這 （社臥）
⑧ 質褐色土屈 (o ー ム粒多混）

第 19号住居址

一 ① 皿出虹来 ① 褐色埠 ( c ー ム拉少員）
② 焼土屈 ② ll < ロ ー ム ・ プ ロ ッ ク 少Ji!)
③ 貿褐色頃 ③ ll (焼土I立多混）
④ 褐色埠 闇揺士臥） ④ 氣埠
⑤ 褐色土陪 （焼土プロ ッ ク 混入） ⑤ 炭化物庖
® 焚褐色土ltl (加） ® 災出色土屈

('!) Ill色土屈

！ 第 16号住居址

r 

① 黒色土屈
② 'l/illl色土屈
③ m褐色土庖 （焼土混入）
④ 焼土屈
⑤ 'l/i褐色土屈

第 1 7号 住 居 址

① 暗褐色土屈 ( o ーム位少只）
② 出 色 土 屈 ( . ) 
③ 褐色土/iii ( ロ ー ム位多量）
④ /.(\褐色土屈 （炭化物 ・ 焼土註入）
⑤ 焼土
® 貧褐色土屈

0 I m 

第 12号住居址

第 18号住居址

_ (D  貨褐色土屈 （ ロ ー ム粒多混）
② 黒褐色土屈

③ " ( ロ ー ム拉・ 焼土粒多狙）
④ 焼土屈
⑤ 貨褐色土屈
⑥ 、ヽ （焼ける）
⑦ ヽ， ( c ー ム拉多混）
⑧ ロ ー ム主体屈

第70図 1 1 ・ 1 2 • 1 6 • 17 • 18 • 19号住居址 カ マ ド実測図 C 1 /40) 
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I m  

① 黒褐色土屈
② 褐色土底
③ 褐色埠 （ ロ ー ム ・ 焼土混入）
④ 焼土屈
⑤ 買褐色土屈
⑥ 明褐色土層 （枯土混入）
⑦ 黒色土屈 （焼土混入）
⑧ 褐色土屈 （焼土拉多い）
⑨ 黙色土屈 （炭化物混入）
⑩ ロ ー ム貼り床

① 褐色土屈 （ ロ ー ム拉混入）
② 褐色土/fl (枯土拉混入）
③ 焼埠
④ ロ ー ム脳

一 ① 褐色這 ( c ー ム匹糾）
② 屈碑埠 （ ロ ー ム拉 屈血 · 言疇 I 炭化物混入） ① 褐色土厖 （ ロ ー ム涅入）
③ 炭化物屈 ② " (砂質粘土少位）
④ 焼土屈 ③ ＇、 （焼土 ・ 砂町粘土少Jll)
⑤ 赤褐色土肥 ④ 焼土層

I ⑤ 皿座頃 ⑤ 買褐色国
⑦ 黄褐色土屈 ® 炭化物Ifj
⑧ 赤褐色土屈 （焼土拉混入） ⑦ 砂打粘土屈

⑧ 褐色土附

第71 図 2 •  4 •  5 •  6 •  7 • 号 住居址カマド実測図 ( 1 /40 ) 

第5号 住居址

① 黒褐色土屈
② 砂質粘土屈
③ 焼土培
④ 祖褐色這

第 6号 住居址

第 7号 住居址

外壁か ら 数十cm外に出ているもの。 1 m近 く 出ているものとがある。これは住居の深さと、 削

平程度に大き く 左右されることではあるが、 カマドの使用 程度と目的をさ ぐ る上で注意 し なけ

れば な ら な い点であろう。

カマドの大きさは 、 大 型の住居ほど大き な 傾向にある。 この傾 向 は当然と言えば当然ではあ

るが、 カマドが直接 的に 日常の食生活に結び付いているのか 、 あるいは他の使 用 目的 （例えば

鉄製用 具 の修理、 貯蔵食糧の製作、 祭祀、 暖房） がどの程度あるのかを考えると、 一概 にこの

傾向を当然と言い切ることも出来 ない。 大型の住居では、 置 カマドでも十 分その目的を果たし

得るのである。 13号 住居の床面に径80 cm 程の円形の焼土が認め ら れた。 これは明 ら かに置 カマ
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第 25号住居址

ご

第 3 1 号住居址

I 
① 糸碑環 （ ロ ー ム少鼠）／
② ” （焼土粒少虻） ＿ 
® 焼埠
④ 黄褐色土層
⑤ 茶褐色土柄 （ ロ ー ム多盪）

第 33号住居址

I �)� l 

① 茶褐色上屈
② ,、 （焼土拉多混）
③ 黒色土屈 （炭化物混入）
④ 粘土屈 （焼ける）
⑤ 焼土屈
⑥ 買褐色土邑 （焼け る）
⑦ 褐色i逗 （焼土位叫）
@ " ( ロ ー ム粒沿人）

① 黒褐色土屈
② 茶褐色土K; (砂四粘土混入）
③ ’’ 

④ 焼土屈
⑤ 貿褐色土脳 （焼け る ）
⑥ ” 

⑦ 黒褐色土屈 （炭化物混入）

第32号住 居址

① 揉褐色土附 （カ ク ラ ソ）

J m  

② 黒色土附 （焼土粒 • 炭化物脱人）一

③ ，ヽ （炭化物：F.t小）
④ 焼土

第72図 25 • 31• 32• 33号住居址カマド 実測闊 ( 1 /40 ) 

ド の使用 された痕跡として捉 ら え られる。 この住居か らは置カマド の破片も出土している。 し か し

置 カマド の破片は少ないので一般 的に利用 さ れていたとは考 え に く い。 また、 小型 の住 居では

天 井が低いため置カマド は火災の危険 がある。 置かまどは住居内での使 用ば かりではな く 、 ど

ち ら かと言うと外での使用 が多いと思われる。 24号住居と25号住居には西壁にもカマド が 築 か

れ ていた。 13号住居では、東壁に 2 箇所築かれていた。 このように本遺跡では、 大 型 の住 居に

は 2 箇所に カマド が築かれている例 が一般 的であるが、形態を把握できる 程度に状態 が良好 で

あるのは、皆東南に位置するものである。 このことは、一つの住居には カマド が 一つあれば用

が足りる こ とを意味 しているのでな か ろうか。 大型のカマド は、比較 的頻繁に、あるいは長期

にわたって使用 さ れたようである。 また構造上高温に成りやすい等の理 由 のため か 焼土 が厚 く

み ら れ、 さ ら に下 の ロ ー ム 層 にも1 2- 16 cmほど熱による変質 が 見受け ら れる傾 向 にある。

（ 八 巻与志夫 ）
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第 3 節 鉄 製 品

出 土 遺 物の概要

鉄製品 はほとんど住居から出土 し ているが、 その種別は紡錘車 、 刀子、鎌 、 鋸、毛抜状鉄製

品 である。 中でも刀子が多い のは、 日常 的に 使用されていたものであるからと考 えられる。こ

れらの遺物を多く出土した遺構は 、 13号 住居である。その要因は、この住居が一辺 が 7 m余り

で、 本遺跡 では最も大型の住居であり、同時 に 覆土が70 cmと厚いため に 床面や覆土中に ある遺

物が撹乱を受け にくいことによるものとも考え られる。刀子や紡錘車は住居の大きさ に関係な

く検出されているが、鋸•金箸•鎌•毛抜などは13号 ・ 24号・ 25号 住居といった大型の住居に

限られる傾向が認められる。 この傾向は13号 ・25号 住居から縁釉陶器破片が出 土 していること

とも関係がありそうである。 溝からは小さな釘の破片が数点出土 しているが、実測はでき ない

ものである。 また、 鉄製品 が カ マ ド 内あるいはその周辺から多く出土している傾向が認められる。

2 出 土 遺 物

①紡錘車 住居内から合わせて 5 点出土 している。 13号 からは紡錘車の柄 の部 分が2 点出 土 し

ている。出土地点は、No.139 4が住居のやや中央やや西よりで、 床面から数cmの覆土中

から、 No. 13 93 が カマ ド 内から、 それぞれ出土している。No.139 4は、紡錘車の糸かけ部

分と考えられる曲がりが先端にあり、長さ 5 .5 cm 、 径 0 . 4 cmを測る。No.139 3 は紡錘車

の軸部 分で4.6 cmを測る。 No.02 19 は、 2号 住居の カ マ ドの袖脇から、直立した状態で検

出されたもので、 円盤の径 5 cm、厚さ 0 .4cm 、 長さ 3 .8 cmを測る。 No.0 22 0 はこれ に 続

＜ 軸 の部 分で径 0 . 4cm、長さ 6 cmを測る。No.1707 は17号 住居の北東 隅から 刀 子ととも

に出土したもので軸の部 分は失われて いるが、 径6 .8 cm、長さ 0 . 4 cmを測る。

②刀 子 住居内から合わせて 5 点出土している。完形刀子は 17号 住居から出土したNo.170 8と

2号 住居から出土したNo.2115である。前者は住居の北東 賜から紡錘車とともに出土し

たもので、全長23 .8cm、刃部13 .7cmを測り、柄の部 分 に は 木質が残っている。 後者は

全長15 .4 cm、刃部 7 .6 cmを測る。20号 住居の北東隅の土堀 か ら はNo.200 4とNo.2 005 が出

土しているが、 前者は刃部から柄の部分にかけての破 片 で 6 .9 cmを測り、 柄 の部 分が

曲がっている。後者は刃部の先端で 4 i::mを測る。 13号 住居か ら はNo.139 5 が出 土して い

るが柄の部分で長さ 8 . 2cmを測る。

③ 鎌 25号 住居の床面直上から出土したNo.25 20は、刃部の柄 に 近い部分である。幅 2 .2 cm 、

長さ 8 .4 cmを測る。 こ の他 に 24号 住居の床面よりやや上か ら 完形の鎌が出 土している

が 、 この住居は覆土が薄 いために 撹乱を受けて いる可能性が高く、さら に形態が後世

のものと考えられるものである。

④ 鋸 No.240 1 は24号 住居の床面から出土した鋸である。 刃 部の先端は 欠 損 しているが、

全長3 1 .4cm、刃 部17.3 cm、柄の部分14 .2 cmを測る。 柄 の部 分 に は 木質が部 分 的 に 認め
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ら れ る 。

⑤金 箸 No. 1 396 は 13号住居 の 中 央 か ら 出 土 し た 金 箸 で あ る 。 こ れ は 、 全 長 1 5 . 7 cm 、 支 点 の 位

置 は 先端 か ら 3 .9cm 、 柄 の 先端か ら 13cm に あ る 。

⑥毛抜状鉄製品 No.252 1 は 25号住居 の カ マ ド か ら 出土 し た も の で 、 先端 を 欠 損 し て い る が 、 長

さ 8 . 2 cm 、 幅 2 . 1 cm を 測 る 。

⑦ 釘 溝や幾つ か の住居か ら も 出土 し て い る が、 No.2003以外 は実測 が 出 来 な い も の で あ る 。

こ れ は ほ ぼ完形 で 、 頭 を も ち 、 長 さ 2 . 7cm を測 る 。 （八巻与志夫 ）
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第 4 節 掘 立 柱 建 物 址

掘立柱建物址は本遺跡 の中央やや南にあ る 。 こ の地域は大型の竪穴住居が集中してい る 所で

もあ る 。2 • 3号 掘立柱建物址は13号 住居と24• 25号 住居の間に主軸を東西にもって並んでい

る 。 1号 掘立柱建物址は13号 住居の南、12号 住居の東に位置し、主軸を12号 住居と13号 住居に

近い振れ方で、南北方向にもってい る。1号 掘立柱建物址の南は調査対象地区外であったため、

調査は出来なかったが、遺構は続いてい る と考えられ る 。

(1 )  1号 掘立柱建物址

柱間東西 3 80�3 92 cm、南北 24 8�26 8cm で東西 l 間、 南北2 間、 の規模 をも ち、 本遺跡 の

調査で確認された遺構としては最南端に位置 してい る 。柱穴の直径は40�6 0cm、深さは42 �66

cmを測 る 。周辺あ る いは柱穴から出土した辿物はないため時期決定の資料を欠 く が、12号 あ る

いは 13号 住居が営ま れていた時期に考えて差し支えないものと言え る 。

(2 ) 2号 掘立柱穴建物址

10号 住居の北、24号 住居の南西に位置 す る こ の遺構は、表土から15 �2 0cm下の ロ ー ム 層上面
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でプ ラ ン確認された。柱穴の覆土は住居のそれと同様で、黒色土をベー スと し たものであ る 。

柱間（芯 ）々 は15 0- 16 0 cm 程度で、東西5 間 (11m) 、 南 北 3 間 C 5 m) の 規模をもち、 さ

らに 北側に幅1 間 (1 .5m) 、長さ 3 間 C 5 m) の軒が付 く 。柱穴の プ ラ ンは、方形のもので、

内法は直径48- 56 cm、深さ2 0- 6 0 cmを、円形のもので内法3 0 cm、深さ2 0- 3 0 cm 前 後を測 る 。柱

穴の中には切り合いが認められたものもあ るため、部分 的な建替えが行なわれてい る と考えら

れ る 。この建物の用途は、住宅 的機能を重要視すべきであ ろ う。

ここから出土 した遺物は第76 図 に示 したNo. H 0201- H 0207 であ る が 、 玉状の口縁 部をもち 、

外 面 に 箆 削り調整が施されてい る 杯であ る 。No. H 020 1は 「大」 と墨書きされてい る 。また柱 穴

内から縁釉陶器の小破 片が出土 し てい る 。

(3 ) 3号 掘立柱建物址

2号 掘立柱建物址の東 に 続き、25号 住居と13号 住居に 挟まれた地区 に あ る 。 プ ラ ン確認面及

び覆土は2号 掘立柱建物址と同様であ る 。東西4 、南北2 間の細長い建物で、東側に 1 間四方

の張り出 しが付いてい る。柱間（芯 ）々 は東西を440 cm前後を基本単位と し 、 南北はその半 分

の220 cmを基本単位とす る 。柱穴 の規模は内法で40- 50 cm、深さ40 cm 前後を測 る 円形であ る 。

東側は柱の建替えが2 度行なわれてい る 。また北西隅とその東、その一つ於いて南の柱穴は建

替えが行なわれてい る。

出 土 した遺物は第76 図 に示 した通り 、 No. H 03 0 1は玉状 口 縁を呈す る 坪であ る が、 2号 掘立柱

建物址から出 土した杯とは箆削りが施されていない点が異な る 。

（八巻与志夫）
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第 5 節 溝

遺跡 が立地してい る 台地は、 周囲の 沢との比高が5 m前後あ る ためこの台地上 に は湧水あ る

いは 自 然の河川は認められないが、 台地 北側の開発が進行していない時期 に おい ては 、 湧水が

所々にあったことが考えられ る 。 この湧水 を集めて小 川が流れていたことも想 像 でき る のであ

る 。 この小 川は地形に 沿って台地を斜め に 流れて 、 台地の縁辺 部を鋸歯状 に 浸 食 す る こと に な

るが、 本遺跡 の北にはこのよう に して形成された小谷が認められ る 。 この小谷は耕作に よって

埋められていたが、 今日でもわずかながら湧水があり、 水田用水として利 用されてい る ことな

どが調査 によって確認された。 本遺跡 で検出 された人工の溝は 4 本であ る が、 平安時代 に 生活

用水として利用されたものであろう。 い ずれの溝の水源も遺跡 の東 北 、 標高78 0 cm 程の台地上

であ る と考えられ る 。 この水源と考えられ る 地点には現在では水田が営まれており、 この水田

下の土層は礫 を多 く 含 む粘質のあ る 黒色土でこの土層の下は岩盤 に なっており、 平安時代や縄

文時代の住居が営まれてい る 地区の表土直下にあ る ロ ー ム 層は存在していない のであ る 。 また 、

この地点から100cmほど北までは ロ ー ム 層は認められ ず 、 表土 は礫 を 含 む 黒 色土層 であ る 。 1

号溝は遺跡 の東北から流下し22号住居 を 切って 、 さらに 9号住居 を 切って台地東縁辺 部 を 流下

してい る 。 9号住居から南は、 耕作による 削平が著し く 、 溝の深い 部分のみが残った状態 であ

るが、 覆土は礫と砂を多量に 含んだ黒色土であ る 。 覆土中から出土す る 遺物は 、 平安時代の胚・

甕• 須恵器の破片が中心であ るが、 縄文時代中期の土器や黒 曜石の破片なども含まれてい る 。

溝の深さは一定ではないが、 22号住居付近では深いところで2 3 cm 、 幅18 0cm 程 を 測 る が、 土層

から2 本が時期を 異 に して並行していたと思われ る 。 確認 できたこの溝の全長は 、 約 1 00m余

りであ るが、 さら に 南 に 伸びていたことが明らかであ る 。 2 号溝は 1 号溝の北から 分流して南

西に流れてい るものと考えられ るが、 分流点を 明らか に できなかったが22号住居付近であろう。

調査で検出された全長は30m程、 深さ及び幅の最大値はそれ ぞれ35 cm 、 2 40 cm を測 る 。 西南端

で17号 住居が埋まった溝の上に 営まれてい る 。 4 号 洲は、 遺跡 の中央 にあり、 1 号溝から 分か

れて南流してい る ものであ る が 、 分流地点は不明であ る 。 全長は約 35 mであ る 。 3 号溝は2 号

溝の15mに平行して流れてい る もので 、 調査 によって確認された全長は40m程であ る 。 この溝

は他の溝の 3 本と比較して深 く 、 覆土中に 含まれてい る 礫も大きいものが多い。

（ 八巻与志夫 ）
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第 6 節 土 壊

土城 は遺跡 の東側と中央部、さらに南端から検出された。いずれの土城 も浅く 、 遺物の出土量

は少なかった。 こ の遺跡 は平安時代の住居が中心であるが、 こ の時期の土堀 と言えるものはな

いため、当 時の墓は集落外に営まれていた こ とが推測できる。2 . 3 .  4 .  5 . 6号 土壊 は弥

生時代の遺物が中心に出 土した。 こ の時期の住居は検出されていないが、 こ の台地あるいは周

辺 に弥生時代の集落が存在する こ とが考えられる。また 1号 土壊 は覆土中に多量に石があり、

中世の土壊 墓と思われる。

1号 土堀 （第79図 ）

12号 住居の西2 mに位置する南北に長い長方形を呈する土堀 で、主軸は22 ° 東に振れている。

南北22 9cm、東西54 cm、深さ3 5- 3 0 cmを測り、覆土中北側には2 0- 40 cmの大きさの石が敷か

れるよ う にある。 こ れらの石は、土堀 の床から 5- lOcrn浮 いた状態である。覆土中からの出

土遺物は確認されなか っ た。

�' I 

＼
第 9 号土堀
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昌 冒

1 la= 

I 尋 -- I f 

771 .30m 

第79図 1 •  7• 8 •  9 ・ 10号 土城実測図 ( 1 /40 )  
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2号 土城 （第80 図 ）

遺跡 の北東隅に近 く 、 22号住居の東10m台地の縁辺 に位置している。 北側を 2号 、 南側を 4

号とするが、 4号 は 2号を切っている。覆土は4 層に別れ、 中 央やや北に20 �3 0 crnほどの石

が見られる。土堀 の径は150 crn 、 深さ40 crn程度である。 覆土 中からは弥生時代中期初頭の土

器の底部片であるNo. S 0 20 1 が （底径7 .5 cm ) が出土 した （第81図 ） 。また、 土器の出 土 した周

囲には焼土と灰 が集 中 して確認された。ほかに、 石鏃 2 点が出 土 した （第87 図 ） 。

3 号 土壊 （第80 図）

台地の東端で第28号 住居の北 2 mに位置する径70 cm 、 深さ14cmを測るほ ぼ 円形の土堀 である。
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$ 0501 
第81 図 2 •  5号 土城 出土土器 ( 1 / 4 ) 

覆土は 1 層で、土堀 底部の北と南 に20- 3 0 cm大きさの自然石が置かれ ている。遺物の出土は

なかっ た。

4号 土堀 （第80 図）

2号 土壊 を切って造られ た 長円形の土堀 で、長軸180 cm ( 推 定 ） 短軸120 cm、深さ40 cmを測

る。 内 部は二段 になっており、深い部分は北側 (2号 土城 ） ） よりである。 覆土は2 層 に 分

けられ、上層 の部 分 に は3 0 cm前後の石が集 中している。 時期は2号 土 堀 よりやや新しいもの

と言える。

5号 土堀 （第80 図 ）

28号 住居の北2 m、台地の東端 に 位置する長円形の土堀 である。 長径95 cm、短 径6 0 cm 、深さ

15 cmを測り、覆土は 1 層 である。 出土し た遺物はNo. S 0501とNo. S 0502 である。 前者は、底径6 .

4cm、口 径1 1. 9cmを測る胴部が張り口縁部下 に穴がある壷形土 器 である。 後者は 条 痕 文 が 器

全 体 に施された 口 径2 4.8cm 、 頸部がややくびれる土器である。

6号 土堀 （第80 図 ）

遺跡 の北東の隅、台地の東端で2号 ・ 4号 土壊 の南 に 位置する径105 cm、深さ18 cmを測る 円

形の土堀 である。 覆土は 7層 に 分ける こ とができる。 出土し た 遺物は弥生時代中期初頭のも

のである （第82 図下 段 ） 。

7号 土堀 （第79図 ）

1 号掘立柱建物址の東 5 m、遺跡 の南端 に 位置する径100 cm、深さ3 0 cm測る 円形の土堀 であ

る。 覆土は大き く 6 層 に 分けられる。
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77 l . 00m 

第 1 1号土源
第12号土堀

。 1 m 

第83図 11 ・ 12号 土壊実測図 ( 1 /40 ) 

8号 土堀 （第79 図）

遺跡 の中央で住居が周囲にない台地のほ ぼ中央に位置する。主軸を南北にする東西70 cm 、 南

北 135 cm 、 深さ2 0 cm の長方形を呈する土壊 である。 こ の土堀 の東 部には長さ35 cm 径 8 cmの 木

炭 が、 中央部に20 cm程度の大きさの自 然石が床 から浮いた状態で検出されている。

9 号 土堀 （第79 図）

1号 住 居の西20mで台地の西端に位置する径100 cm 、 深さ35 cmを測る土壊 である。 覆土 は 4

層に分けることができる。

10号 土城 （第79図）

9号 土城 の南 8 mにある径110 cm、深さ6 0 cmを測る土堀 である。 覆土は5 層 に 分けられるが、

出土した遺物から時期や性格を知る こ とはできない。

11号 土堀 （第83 図）

1 1号 住居と12号 住居の間にある長方形を呈する土堀 で、 長軸2 10 cm、短軸6 0 cmを測る。 覆土

は5 層に 分けられる。時期を明らかにする遺物は出土しない。

12号 土壊

13号 住居の東南に位置する土堀 で、 長方形を呈し、長軸114cm、短軸80 cmを測る。 土壊の底

には70 cmほどの長方形の石が置かれている。 覆土中からは遺物は出 土 しない。

（八巻与志夫）
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第 7 節 湧 水 跡

遺跡 が立地している台地の東北

縁辺部に 自 然石が ロ ー ム 層から露

出 しているとこ ろ がある。この石

の周囲は黒色土 が厚く堆積してお

り、さら に 石の間からは、水が湧

いている。堆積している黒色土を

剥いでいくと、諸磯式に比定され

る土器の底部が出 土 し、その周辺

からも同時期の遺物がみられた。

（第85 図 参照）。 現在では湧水量

は多くない が、縄文時代はこの台

地上はうっ蒼たる森林 であったで

あ ろうから、出水量も今よりはか

なり多かったと想 像できる。

この湧水跡 の範囲は南北4 m、

東西 3 .5 mで、上下 2 段 に 石が集

中 している。水が湧いてくる部分

は下の段で、この段を取り巻くよ

う に 上の段の平坦部分がある。上

の平坦部分には石は見られない。

辿物が縄文時代前期の諸磯 c式土

器に 限られていることから、この

湧水跡 はこの時期に 生活用水とし

て利用されていたことが考えられ

る。 （八巻与志夫）

＼
 

774 . 60m 

第84図 湧水跡実測図( 1 /50) 

湧水跡出土土器

( 1  / 4 )  

2 

。 1 0  cm 
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第 8 節 墨 書 土 器

本遺跡 の平安時代のほとんどの住居から墨書土器が出 土している。中でも13号 住居からは多

量に検出されており 、 書かれている文字も数種類に及んでいる。墨書土器は 、 坪（いわ ゆ る 甲

斐形土器） で外面箆削り調整が施されているものがほとんどであるが、 箆 削り調 整がなされて

いる杯に書かれているもの＼も認められる。多 く は外側面に正位で書かれている。

1号 住居 杯の破片であるが、 11点と完形品 や復元実測可能なもの 4 点が検出 された。前者か

らは文字を判読できないが、 後者には 「1�」 と 「 h 」 が記されている。

2号 住居 杯の破 片24点、 完形品 や復元実測可能なもの10点が検出 された。記されている文 字

は 「イ罰」 がほとんどであるが、 「地」 と 「本」 がそれぞれ 1 点認められる。また判

読不可能な 「表」 が 1 点みられる。後者はいずれも外面箆削り調整がなされている。

4号 住居 杯の破片2 点と復元実測ができる破片l点が出土した。後者は 、 箆 削り調整を受け

ている杯で 「万」 と判読できる。

6号 住居 外面箆削り調整を施されている復元実測可能な杯の破片が 1 点出 土 している。記さ

れている文字は本遺跡 で最も多い 「イ昴」 である。

8号 住居 杯の破片 3 点、 完形や復元実測可能なもの3 点が出 土 している。後 者は 「 -� 」 と本

遺跡 で最も多い 「福」 である。

9号 住居 坪の破片 1 点、 完全形の杯 1 点である。後者は 「地」 と記されている。

11号 住居 胚の破片 7 点が出土しており、 「4合」 と 「"-,I;:,_」 が認められる。

12号 住居 坪の破片13 点、 完形の杯などが4 点出土し 、 後 者は 「中」 が2 点・「」が2 点である。

13号 住居 妹の破片約 2 00点、 完形品など2 9点が出 土している。後者では 、「王」 ・ 「十」 の他は

「イ晶」 がほとんどである。このう ち外面箆削りが施されていないものは 、 10点である。

14号 住居 坪の破片は2 点、 完形品などが2 点であるが、 箆削りが施されている。

16号 住居 杯の破片が2 点、 完形などが2 点出土している。 「作�」 が書かれている坪は外面箆

削りが施されていない。 「 ゎ 」 が記されているものは箆削りがなされている。

17号 住居 坪の破片が 1 点出土している。 「福」 が記されていると思われる。

19号 住居 杯の破片が 1 点、 完形品などが2 点出土している。後者は2 点とも 「福 」 が書かれ

ているものであるが、 いずれも箆削りがなされていない。

21号 住居 杯の破片が 6 点、 完形品などが3 点出土している。後者の内l点は逆位に記されて

いるが、 3 点とも箆削りが施されている。

24号 住居 坪の破片が2 点出 土しているが、 判読はできない。

25号 住居 杯の破片が3 0点、 完形品などが3 点出土し、 文字のほとんどは 「福 」 であると思われる。

26号 住居 杯の破片 6 点が出 土しているが、 判読はで き ない。

31号 住居 杯の完形品 が3 点出土し、 いずれも 「れ」 と記されており、 箆削りがなされている。

33号 住居 杯の破片が3 点出土している。書かれている文字は判読できない。

34号 住居 完形品が2 点出土し、 いずれも 「良J と記されており、 箆 削りがなされている。

2号 掘立柱建物址 「大」 と書かれた箆削りを受けた坪が1 点出土 している。
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第 5 章 総 括

1 縄 文 時代の遺 構

C 1 ) 住居址

寺所遺跡から発見された縄文時代の住居は、 前期2 (27号 、 2 9号 ） 、 中期1 (23号 ） である。

ここでは、 前期の住居について若干の検討 を してみたい。

2 軒の時期は、 27号 が諸磯b式期、 2 9号 が諸磯c式期である。これらの住居は、 尾根上の東

縁部近くに位置しており、 特に2 9号 は縁辺 の斜面にかかった部 分にある。 トレンチ調査とはい

え、 尾根上の10 ,000 悦近い面積を調査したにもかかわらず、 前期の住居は2 軒 しか検出 できな

かったことは興味 深いことである。

本遺跡 の北西約 1 kmには、 諸磯b式期の住居 5軒が発見されている御所遺跡 があり、 北東 1

kmには、 諸磯b式期42軒、 c式期 7 軒が発掘された天神遺跡 がある。特に天神遺跡 は、 中央に

墓堀 群が位置する直径1 50 mほどの環状集落であると推定されている。各時期ごとの詳 しい集

落構造については、 まだよくわかっていないが、 集中した墓堀 群からなる墓域があること、 住

居件数が多く、 切合ったものもあること、 1 点ながら土偶や硬玉製大珠などが出土 しているこ

と等から、 この地域における中核をな していた集落であったと考えられるものである。

これに対 して、 寺所遺跡 の諸磯b 式期の住居は27号 1軒だけである。床面直上から、 土器2

個体と石錐2 点とが出 土 した以外、 この住居の覆土中からは全く遺物がなかったこと、 及び広

い面積を調査したにもかかわらず、 同 じ諸磯b式期の住居は、 他に一つも見出せなかったとい

う二つの特質から、 27号 と同時に建てられていた住居や、 27号 に引 続き 営まれていた住居は、

この付近にはなかったということが導き出されよう 。 つまり、 天 神遺跡 のよう に多数の住居か

ら成る集落があった反面、 御所遺跡 のような 5軒前後から形成される集落や、 寺所遺跡 のよう

にただ 1軒 しかない 「 村」 も存在していたのである。

こう してみると、 墓域を持った大規模かつ継続性のある集落を核と して、 その周囲に、 より

小規模な集落がい く つか拡散 しており、 全体として一つの共通 した集 団を形成 していた可能性

が考えられるのである。

もちろん、 それらが同時に営まれていたのかどうか、 あるいは、 短期の 「 分 村」 的な 行動を

必要とする特別な理由 に基づく関係があったのかどうか、 今後検討すべき 問題は残る。

ところで、 たった 1軒の寺所 「 村」 の住居ではどんな生活が行われていたのであろうか。 2 7

号 住居の遺物にもう一度ふれてみよう。前章に記録してあるとおり、 ここからの出 土 遺物は土

器2 個体および石錐2 点である。 当初、 覆土を掘り下げている際は、 1 点の土器片 すら出 土 せ

ず、 いつの時期の住居か全くわからなかった経緯のとおりである。床面直上まで下げて初 めて、

横転 し潰れた状態で深鉢形土器が出土するとともに、 柱穴際からその穴 の中へ、 ずれ落ちかか

った状況で浅鉢形土器が発見されるに及び、 やっと、 住居の時代が判明 したほどであった。 こ
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こで出土した2 個体の土器及び2 ヶ の石錐が、 この竪穴の住人の使 用 品 であったことは想像に

かたくない。 言うなれば、 これらの道具 が最低限の生活必需品 であったと見なされ る のであ る 。

ま ず浅鉢は、 この時期に特徴 的な有孔浅鉢形土器の胴下半部であ り 、 破 損 品 を再 利 用 したも

のであろう。 ゆ る い丸底の最下端の一部を欠 す る が、 この部 分を中心とした底 部は黒く煤けて

い る 。 特に内面には炭 化物が付着してい るとともに、 器面の剥落が著しい。

深鉢形土器は、 口 縁及び胴 の一部がわずかに欠損し てい る 程度であ る 。 胴 下 半 の外面は、 熱

に よ り 赤 化し て い る とともに、 内面には全体に炭 化物が付着し て い る 。

こ の ような状況から、 2 個体とも、 煮炊き用具 とし て用いられたものであ る ことがう かがわ

れ る 。 但し、 それぞれの各器形に適 し た煮沸の方法や対象があった の であろう 。 特に浅鉢は、

器面の剥落の激しさや炭 化物の多さ等から、 煮詰め る ような 使 用 状況が考えられ よ う 。

石錐は、 この時期に一般 的な出土品 であ る 。 食生活上の必需 品 であ る 2 個体の土器とともに

出土した石錐も ま た、 日常生活に欠くことのできない道具 であったとみなされ よ う 。

こうしてみると、 「 1 軒屋」 は、 なんら特殊な施設ではなく、 核とな る 集落 に共通 す る、 日

常生活に必要な最低限の道具 を有す る、 生活の場であったと考えられ る の であ る 。 拠点とな る

集落につらな る 生産活動のあ り 方が、 このような生活の場を生みだした の か もしれない。

ま た、 この27号 住居は火 災を受けてい る が、 これとても、 特別な事例ではない。 む しろ住居

の廃棄に伴う行為の中で考えていきたい。

諸磯c式期の住居につい ても、 発 見された のは2 9号 の 1 軒だけであった。 この住居は、 b 式

期の27号 よ り もさらに尾根の縁に位置し てい るが、 27号 と異な り 、 覆土中からは前期末から中

期初頭にかけて の土器片が多く出土し てい る 。 従って、 この2 9号 に続く住居が何軒 か 存 在 し て

いた可能性があ る 。 それらの場所については、 よ り 縁辺 部から斜面に かけ て の、 すでに削平さ

れ てし ま った部分な の かもしれない。 いずれにせ よ 立地す る 地形上の制約 からみて、 せいぜい

1- 2 軒であろう。

諸磯b式期に、 この地域におけ る 中核 的な集落であったと見なされ る 天神 遺跡 にあっ て、 c

式期にな る と 7 軒に減少し てい る 。 しかし、 中央部には墓域を有し てお り 、 依然とし て 拠点 的

な集落であったと考えられ る 。 概してこの時期の集落は、 さほど規模 の大きいものではな かっ

た ようであ り 、 中期初頭にかけては、 小規模な集落が分散す る 傾向にあったとも言われてい る 。

こ の よ うな状況下にあって 、 生活の舞台の一つとし て、 こ の寺所の尾根もその役割を果た し て

いた のであ る 。

C 2 ) 湧水跡

今回の調査で発 見された 「遺構」 の一つに、 湧水跡 とみられ る ものがあ る 。 これは、 27号 住

居から78m、 2 9号 から20m、 それぞれ北東に離れた斜面に位置し てい る 。

尾根の縁辺 部に、 黒褐色土の落込みが発 見されたことから、 これを掘 り 進め ていったところ、

直径 4 mほどのテ ラ ス状になってお り 、 そ の東端はさらに ダ ラ ダ ラ と傾斜しながら下がっ てい

る、 不整形の落込 みであ る ことがわかった。 底面の状態は、 凹 凸があった り 、 自 然石が ロ ー ム
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層 中 に く い こ ん で い た り し て お り 、 あ ま り 人為的 な 様子を う か が う こ と は で き な か っ た 。 し か

し 、 テ ラ ス 状 の 部 分 か ら は 、 諸磯c式 の土器 が い く つ か 出 土 し て お り 、 そ の う ち の 一 つ で あ る

深鉢形土器 の 胴下半部 は 、 ロ ー ム 上 に正置 の状態で 出土 し た も の で あ っ た 。

こ の 「遺構」 は 一体何で あ る の か 、 判断 に 迷 っ た の で あ る が 、 テ ラ ス か ら 下 が っ た 部 分 の 調

査 を 進 め た と こ ろ 、 黒色土が厚 く 堆積 し て お り 、 そ れ を掘下 げ て い く と 出 水 す る に 至 っ た の で

あ る 。

そ こ で 、 こ の 「遺構」 の 特徴 を ま と め て み る と 以下 の よ う に な る 。

①尾根 の 斜面 に位置 し て い る 。

②谷 を 向 い て半月 状 に 落込 ん で い る 。

③底面 に は 凹 凸 が あ り 、 し か も 堅 く 踏締 め ら れ た 様子 は な い 。

④地山 で あ る ロ ー ム 層 に く い こ ん だ状態 で 、 大 き な 自 然石 が い く つ も あ る 。

⑤斜面 の 下方 に は 、 黒色土が堆積 し て お り 、 少量 な が ら 水 が湧 き だ す 。

こ れ ら の 特徴 か ら 、 こ の 「遺構」 は 、 湧水の跡 で は な い か と 考 え た の で あ る 。 そ し て 、 湧 水

が最 も 利用 さ れ た 時代 が 、 縄文時代前期 で あ り 、 こ の水場で用 い ら れ た 土 器 が今 日 ま で 残 さ れ

た も の と 見 な さ れ る の で あ る 。 斜面 が大 き く 挟 ら れ て い る こ と か ら 、 当 時 は 、 飲料 と す る の に

十分足 り る だ け の 湧水量 が あ っ た の で あ ろ う 。 そ れ は 、 取 り も 直 さ ず 、 周 囲 が 山 林 で あ っ た こ

と を意味 し よ う 。 畑地 と し て耕 さ れて い る 今 だ か ら こ そ 、 わ ず か に 浸 み 出 る 程度 な の で あ ろ う 。

こ う し て み る と 、 諸磯式期 に 、 1 、 2 軒 の住居が こ の 地 に 営 ま れ た 条件 の 一 つ に 、 こ の 湧 水

の 所在 を 挙 げ る こ と が で き よ う か 。 住居 か ら 続 く 小径 を 辿 れ ば 、 ほ ど な く 湧 水 に 行 き つ い た こ

と で あ ろ う 。

時代 は移 り 、 弥生時代 の遺物 は 出土 し て い な い が 、 墓域 の 選 定 に あ た り 、 こ の 湧 水 が意識 さ

れ た 可能性 は あ ろ う 。 し か し 、 縄文土器 が置 か れ て い た テ ラ ス 部 分 は す で に 埋没 し て お り 、 湧

水地点 は 、 下段 の 狭 い 部 分 に 限 ら れ て い た に ち が い な い 。 こ の と き 、 周 囲 の 山 林 は 、 縄 文 時 代

に 比 べ 、 よ り 開 か れ て い た こ と で あ ろ う 。

さ ら に 時 は過 ぎ、 広大 な 山麓が開拓 さ れ た平安時代。 山 林 の 減少 と と も に 、 か つ て の 湧水 は 、

斜面 の 最 も 下層 か ら 浸 み 出 す微 々 た る も の に な っ て し ま っ た の で あ ろ う 。 寺所集落 に は 4 本 の

溝 が走 っ て い る 。 そ れ ら は 、 あ る 部分で住居 を切 り 、 ま た 別 の 箇所 で は住居 に 切 ら れ て お り 、

集落 の 変遷 と と も に 場 を移 し て い た こ と がわ か る 。 生活用 水 あ る い は 、 灌漑用 水 と し て 、 か つ

て の 湧水で は で き な か っ た 役割 を 、 こ れ ら の 溝 が果 た し て い た の で あ る 。

こ う し て み る と 、 遺跡 の 片隅で発見 さ れ た湧水跡 は 、 こ の 地 に か か わ っ た 各 時 代 の 生活 を 物

語 る 、 重要 な 「遺構」 と 思 わ れ る の で あ る 。

2 弥 生 時 代 の 土 壊 に つ い て

( 1 ) 実態

今回 の 調 査 で 発 見 さ れ た 、 弥生時代 の土壊墓 と み な さ れ る 遺構 は 5 基 で あ る 。 こ れ ら は 、 尾

根 の 東側縁辺部 の 一部 に 集 中 し て い る 。 付近 に は 、 平安時代 の 住 居 や 溝 、 前 項 で 検 討 し た 縄文
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時代前期に利用されていたとみ られる湧水跡 等が発見されてはいるが、 弥生時代の遺構は、ほ

かには全 く 認め られていない。 調査の行われた地区全体についても、弥生時代の遺構・ 遺物は、

こ れ ら の土堀 に関するものだけであった。

こ の こ とか ら して、今回 調査された尾根の一部は、弥生時代の一時期には墓域と してのみ利

用されており、居住域は距離 を 隔てて位置していたとみなされよう。

発見された5 基の土壊 の内、土器等の遺物が出土 したのは2号 、5号 、 6号 の3 基であった。

他の2 基も、形態上同じ性格の施設とみ ら れるものである。

規模は、最大が4号 の 180 cm、最少が 3 号 の70 cmである。 形状は、 円形ない し 楕 円形を 基調

と している。 しか し、地形 的に尾根の縁辺 部に位置する こ と、長年耕作が行われている こ と等

か ら、元の地形は相当削平されており、わずかに遺構下半が残っているという状態のものが多

いと思われる。 従って、3 • 5 •  6号 については、当初はもっと大き く しかも深いものであっ

た こ とであろう 。 また、 出土した土器についても、5号 の甕形土器や婉形土器等は本来、より

原形をとどめていたと思われる。

こ れ ら の土器の用途についてであるが、ひとつには、再葬のための容器とする こ とも出来よ

う。 しか し、一方では、2号 土城 か ら は、 口 縁か らみて、少な く とも2 種類の壷形土器片、 4

種類の深鉢形土器片、 1 種類の甕形土器片等が出土 しており、必ず しも再葬容器とする こ とは

できない。 も ちろん、栃 木県 出流原遺跡例 を 始めとして、複数の個体を もって埋葬施設 と する

例も多 く あるが、本遺跡 2号 の土器が再葬のための容器であったとするには、い く ら 耕作によ

り覚乱されたとしても、もう 少 し原形をとどめていてもよさそう である。 それに、 出土 層 位 を

みると、ほとんどが底面か ら 浮いた位置にある。 特に、5号 土堀 の甕形土器一括や婉形土器は、

同ーレ ベ ルにまとまって、押 し潰されたような状態で出土している。 また、2号 土壊 の比較 的

形状のわかる胴下半 分の土器も、底面か ら 浮いた状態で出土 したものである。

こ う してみると、 こ れ ら の土器を副葬 品 としてと らえる こ ともできよう。 い ずれに しても、

こ れだけの資料での判断は む ずか しい。 こ こ では、土器を 用いた再葬 墓 の可 能 性 を も含 む 土堀

墓群が発見されたという指摘にとどめておきたい。

次に、 6号 以外の4 基の土壊 か ら は、石が出土 している。 こ のう ち、2号 と 4号 は覆土中か

ら 出土したもので、特に4号 では、石が詰め られたというような 状況であった。 4号 は明らか

に2号 を 切っており、土器も出土 してお ら ず、他の4 基とは、時期及 び性格が若干異なったも

のかもしれない。 埋葬施設とした場合、再葬墓である可能性は少ないと思われる。

3号 と5号 の石は、堀 底及び壁面の ロ ー ム 層中に く い こ んでいる こ とか ら、 自 然 の状態の石

と思われるものである。 同じ様相は2号 にも一部認め られている。 湧水跡 で多 く み ら れたよう

に、 こ の付近の ロ ー ム 層の下 部には 自 然石が多 く 含まれているようである。

3 号 や5号 をみると、一見、配された石のようにも思われるが、土堀 を 掘 削 する際、 自 然に

あった石を意図 的に残 し、それを利用 したものとみた方が良い であろう。 5号 では、土堀 の長

軸上に石と土器がある こ とか ら、埋葬にあたって意識 的に配置された のかも しれない。

さて、 こ れ ら土堀 墓の時期であるが、広義には東海地方か ら 中部地方にかけて広がる、 条痕
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文土器の時期にはいるものである。まず、 器種についてみると、 2 号 では単純な条痕文を中心

とした深鉢形土器を主体として、 それに口 縁に指頭圧痕をもつ甕形土器、 および、 縄 文の施さ

れた細頸の壷を伴った構成が認められる。また、 5 号からは、 条痕の甕形土器と無文の碗形土

器とが出土し、 6 号では、 口 縁に指頭圧痕がめ ぐる、 条痕を主体とした短頸壷や縄文の施され

た壷、 それに深鉢形土器の胴部破片等がみられる。

これらの編年上の位置付 けについては、 すでに中山氏により本県全体の資料を通して検討さ
③ 

れているとおり、 条痕文土器群の中では新しい様相を持つ一群とすることができよう。まだ緒

についたばかりの本県弥生黎明期の研究にあって、 本遺跡 の南方約1 .3 kmにある柳坪遺跡 A16
④ 

号住居の土器とともに、 一つの資料を提供したことにな ろう。

(2 ) 周辺 の遺跡

この北巨摩地方にあっては、 主に分布調査の成果から、 弥生黎明期の遺跡 の所在がいくつか

知られている。このう ち小渕 沢町の標高800 mを越える地域では、 条痕文土器の 分布する遺跡
⑤ ⑥ 

が4 箇所ほど報告されている。また、 長坂町柳坪遺跡、 長坂上条遺跡 それに、 大泉村金生遺跡

などもよく知られている逍跡 である。さらに、 白 州 町内ではあるが、 同じ七里 ヶ 岩台地上から、

この時期の土器が採集されている。
⑦ 

これらの例から、 この八 ヶ 岳山麓には、 弥生初期の遺跡 が比較的多く所在するようであるが、

実際に発掘調査が行われた例は少なく、 この時代の内容を知るにはいたって おらない。

今回の調査も、 精細に乏しく、 弥生黎明期の実態に触れるにはほど遠い。 しかし、 一つの尾

根上が広範囲に亙って調査されたにもかかわらず、 土堀 だ け しか発見されなかったことは、 興

味深い点でもある。

このことから、 居住居と墓域とがある程度の隔たりをもって画されていたという集落の在り

方が推測されるのである。この点に住居群とともに同一地域内に墓域のある、 縄文時代の構造

とは異なった、 新しい様相をうかがうことができる。いずれにしても、 付近の末発掘地域ある

いは、 谷を隔てた東側の尾根上などに居住居があったと思われ、 今後の調査に期待する点は大

である。

とこ ろ で、 本遺跡 の西方3 00 mには、 配石を伴った縄文時代晩期の集落跡 として知られる金

生遺跡 がある。ここからは、 氷 I 式土器を出す住居が発見されているが、 同時に条痕文土器も

出 土している。 また、 長坂上条遺跡からは、 縄文土器につづき 条痕文土器が出土している。さ

らに、 近隣の柳坪遺跡からは、 条痕文土器を出土する住居が発掘されている。

こうしてみると、 この地域にあっては縄文晩期の 村にて西からの新しい文化の受容が行われ、

その後、 条痕文土器の時期が終わるまで、 この地域内で展開していったのであ ろ う。 しかし、

特に標高750m以上の地域にあっては、 これまでいくつかの指摘があるように、 その後の弥生

時代後期から平安時代初期にか けての遺跡 は発見されては おらず、 稲作の定着には立地条 件が

大きな要因となっていたことがわかる。

このような展開の中で、 弥生時代黎明期という短い期間ではあるが、 確実な生活の跡 をこの
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寺所の地に見ることができたのである。 （新津 健 ）

（註）

①山梨大学考古学研究会 『御所遺跡 発掘調査報告』山梨大学考古学研究会調査報告第 1 集 1 9 

7 8、 山梨大学考古学研究会調査報告第 2 集 1 981 

②山梨県埋蔵文 化財セン タ ー 『年報』 1 1984 

③中山誠二 「甲 斐における弥生文化の成立」 f!iJf究紀要』 2 山梨県立考古博物館、山梨 県 埋

蔵文 化財セン タ ー 1985 

④末 木 健 『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』一北巨摩郡長坂、 明野、 韮 崎地

内 ー山梨県教育委員会 1975 

⑤末 木 健 『小渕沢町の原始古代遺跡』 分布調査報告書、 小渕 沢 町 教育 委員会、197 9

⑥大山 柏• 他 「山梨県 日野原村長坂上条発掘調査報告」 『史前学雑誌』 13 - 3 、 1 941

⑦註③に同じ

⑧新津 健 「八ケ岳南麓における縄文後・ 晩期の遺跡 につい て 」 『甲斐考古』 21 - 2 1984 

および 、 註③文献等

3 平 安 時代の集 落

本遺跡 では34軒の住居と 3 基の掘立柱建物 、 12基の土城 、 4 本の溝が検出 さ れ た。住居の時

期は27号 と2 9号 の 2 軒が縄文時代前期（諸磯 b•c式） 23号 が中期 に比定さ れる以外は、平安時

代 ( 10世紀後半代） に位置付けら れる。この時期に比定された3 1軒の住居の内 8号 と 9号・ 14

号 と15号 ・18号 と19号 が切り合っている。こ れらの住居を出土した遺物によっ て時期 区 分をす

ると、 4 時期に 分けることができる。 第1 期は 10世紀初頭、第 2 期 は10世紀第 3 四半期、第 3

期は第4 四半期前半、第 4 期は第4 四半期後半である。第 1 期 に 属 する住居は遺跡 の北東端に

位置する3 0号 住居である。第 2 期に属する住居は、 5 • 7 • 9・ 16 • 32• 33 • 3 4号 住居である。

こ れ ら の住居は 北半 分に散 在 している。第3 期に属する住居は 、 1 • 2 • 3 • 4 • 6 • 11・

1 2·14 • 1 7 · 18• 21• 28• 3 1号 住居である。 こ れらの住居は遺跡全体に散在している。 第 4 に

属する住居は 8 • 10 • 13 • 15• 19・ 24· 25号 である。 こ の時期の住居は 大形のものと小形のも

のがみら れる。 中でも13• 25号 は一辺が6 mを超えるものである。ただし1 3号 住居は 2 度の拡

張が行わ れ ており、 3 期 の遺物も出土し ているた め 、 3 期に存在し ていた可 能 性は高い。時期

を比定できない住居は2 2 • 26号 住居である。 22号 住居は1 号 溝に切ら れ ているので、この溝の

時期を明らかにすることが必要である。 こ の溝は、 3 期に比定され ている 9号 住居の床上から

確認されたため、 3 期より新しいものである。さらに こ の溝から出 土 し ている遺物は2 • 3 期

が中心であ めた め 、 22号 住居は 3 期以前に属するものと考えら れる。また26号 住居は 1 点の遺

物から時期を比定するには疑問点も残るが、 4 期と考えたい。

第 1 期 の住居は3 0号 1 軒である。第 1 期と第2 期 の間には連続性は認 めら れないが、 約 半 世

紀後の第2 期になると 7 軒に増加している。この時期の住居は、上述 したよ う に遺跡 の北側に
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集中しており、各住居の大きさも一辺が3 m前後のものである。 第 3 期に入ると 14 軒の住居が

遺跡 全体に分布するようになる。 これらの住居も第2 期とほ ぽ同 じ 大きさであるが、この時期

に13号住居の出現をこの時期に考えると、5 m前後の大形の住居が1 軒加わり15軒、さらに13

号 住居の南にある 1 号掘立柱建物 址が存在していたと言える。 さらに 4 期に入る と 遺跡 の南側

に倉庫と考えられる掘立柱建物址を中心にして大形の住居 (24• 2 5• 13号 ） が南北に建 ち並ぶ

ようになるが、全体では竪穴住居8 軒、掘立柱建物 址2 軒が存在していたと言える。ただし24

号は建てられて直 ぐ に火災を受けて、隣 接して25号 を建てたものと考えられる。 上述したよう

に13号住居は第 3 期及び 4 期の遺物を出土しているので、両時期に存在していたもの と 考えら

れるが、 こ の時期には一辺 7 m余りの極 めて大形の住居となっていたと言える。

こ のように時期別、地区別に各住居をみてみると、 大きく 3 グ ル ー プとしてとら え る こ とが

できる。1 号溝を中心 と して遺跡 の東北部に第1 グ ル ー プ、 2号 溝を中 心 と して遺跡 の北西部

に第2 グ ル ー プ、 3 号溝を中心として遺跡 の南西部に第3 グ ルー プに大別 する こ とができる。

第 1 グ ル ー プは3 • 4 •  5 •  6 •  7 • 8 •  9 •  22 • 28 • 31号 の竪穴住居10 軒、第2 グ ル ー プは

16 • 17• 18• 19 ・2 0•2 1 • 32• 3 3 •  3 4号 の竪穴住居 9 軒、第3 グ ル ー プは 1 ・ 2 • 10• 11 ・ 12

• 13 • 14• 15• 24• 25 • 26号の竪穴住居11軒と 1 • 2 •  3 号 掘立柱建物 址にそれぞれ大別 でき

る。 第 3 グ ）レ ー プには2 期の住居はないが、 3- 4 期になる と 住 居の規模が大形 化し、数も増

える。 第 1 グ ル ー プと第2 グ ル ー プには 4 期の住居はそれぞれl軒である。 こ れらの各 グ ル ー

プの住居が同時に存在していたとは重複もあり言いがたいが、 2 期から 4 期の時間幅が50年以

内であるこ と を考える と 、 グ ル ー プに入れた住居のほとんどがある時期に同時に存在していた

こ と は考えられる。 第3 グ ル ー プの性格は、第3 期に大形の住居を伴って出現し、第 4 期にな

ると他の グ ル ー プが 1 軒の住居を建設するの と は対象 的に、 3 軒の大形の住 居と掘立柱建物 址

を持つようになる。

（ 八巻与志夫）
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①遺 跡 全 景

②1号 住居址

③2号 住居址
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①3号住居址

②4号住居址

③5号住居址
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① 5号 住居址

②6号 住居址

③ 7号 住居址
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8 . 9号 住居址

10号 住居址

11号 住居址
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③ 13号 住居址
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① 1 3号住居址

② 14、 1 5号住居址

③ 16号住居址
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① 17号 住居址

③ 20号 住居址
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21号 住居址

22号 住居址

23号 住居址
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24号 住居址

25号 住居址

26号 住居址
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27号 住居址

28号住居址

29号 住居址
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3 0号住居址

3 1号 住居址

3 2号 住居址

図
版
11

<3
 

- 1 05-



図
版
12

① 33号住居址

② 34号住居址
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① 1 号建物

② 2 号建物

③ 3 号建物
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① 10号 土壊

②2号 溝

③l号 溝断面
（ セ ク シ ョ ン ）
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1号溝
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1号溝

2号溝
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①2号溝

セ ク シ ョ ン

② 3号溝 （完）

③4 号 溝
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1号 土壊
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1号 土堀

2号 . 4号 土堀
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2 号 ・ 4 号 土堀

服水跡

5 号 土堀
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5号 土堀 （上）

3号 土堀 （下）
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6号 土堀

9号 土堀
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8号 土壊

E 区 水 路

E 区 ト レ ン チ
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1 . 6号 住カマド （途中）

2 . 1 0号住 II (完成）

3 .  12号 住 // (途中）

4 .  1 3号住 II (途中）

7 .  II （完成）
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No. 1 2 号土堀 No. 6 1 2号住

No. 2 、 3 湧水跡 No. 7 18号住

No. 4 3 1号住居 No. 8 6 号住
No. 5 、 9 5 号土堀
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1 -3 C 2号住） 紡 錘 車
4 (2 5号住） 毛 抜 き

5 ( 13号住） 鉄 鏃
6 (24号住） ノ コ ギリ

7 ( 13号住） 金箸
8 (2 1号住） 刀子
g ( 17号住） 刀子
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